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　南魚沼市の魅力にひかれて、実際に移り住まれた人の声を紹介します。

シリーズ「南魚沼への移住と定住」

南魚沼市に暮らす しあわせ
5

移住・定住促進に関する情報や、実際の移住者の声をお届けします
� 【問合せ】　地方創生推進室　☎773－6659　

　新潟県内にU・Iターンにより就職した40歳未
満の人が、南魚沼市内に賃貸住宅を契約し居住す
る場合の家賃と初期費用の一部を補助します。

（担当窓口：地方創生推進室 地方創生係）

　今回お話を伺ったのは、東京都から雲洞区に移住し、茅
かや

葺
ぶき

屋根
の古民家を改築して住む渡辺さんご夫婦です。
　いつかは土をいじり親しむ生活をしたいという思いを描き、10
年位前から適地を探していたところ、現在の物件を見つけ、昨年
の11月から南魚沼市でセカンドライフをスタートさせました。
Ｑ 南魚沼市に縁故などがあったのですか？ 
A 六日町地域や塩沢地域には知り合いとか縁故は全くありませ

んが、浦佐地区には大学時代の友人の実家があって、そこに毎
年のようにスキーや山菜取りに来ていましたので、多少の地理感はありました。
Ｑ なぜ南魚沼市を移住先として選んだのですか？ 
A 移住先を南魚沼市などの新潟県内に限って探していたわけではありません。元々は「土に触れる

生活をしたい」という思いが一番でしたので、長野や山梨の物件も含めインターネットで情報を探
し、現地まで見に行っていました。当地が有数の豪雪地であることはもちろん知っていましたが、
こういう物件が欲しいなと思っていたころに、たまたまこの地で今の建物を見つけました。衝動的
というかタイミングでしたね。
Ｑ 実際に南魚沼市で暮らしてみて、どんな魅力を感じましたか？
A 家と家との距離、いわゆる隣近所と適度に離れた空間がちょうどよいですね。遠すぎもせず、近

すぎもしない。同じように人と人とのつながりの距離感もちょうどよく、よい人ばかりだと思って
います。私たちのような年齢の者でも移り住んでくれることはうれしいと、歓迎会もしていただき
ました。そのようにいろいろとよくしてもらっていますし、「よい所に来たなぁ」と感じています。
Ｑ 雪に関してはどうですか？
A 昨冬は非常に雪が少なかったということで助かりましたが、尋常な積雪ではないので雪のイメー

ジは大きいですね。でも感心するのは、多くの道路には消雪パイプが入っていて、そうでない道路
も除雪が行き届いている。降り続く時はやむを得ないとして、やんで何時間か経てばほとんど道路
の雪はなくなるという状況です。当地を訪れたことのない人にとってはちょっと想像できないかも
しれませんが、すごいことだと思います。雪は降るけれども、こんな状況だということを積極的に
宣伝するとよいと思います。
Ｑ これから南魚沼市で暮らそうと考えている人に、アドバイスをください。

A 地域や近所の人たちとどれだけ上手に付き合っていくかということ
だと思います。私事ですが、集落の夏祭りで司会を頼まれ引受けまし
た。村に早くなじむためにはいろいろなことを積極的にやった方がよ
いと思います。移住をしてくるならそういう感覚を持たなければ、た
だ田舎が好きだからということだけで移り住んだとしても、うまくい
かないのではないかと思います。

  移住したみなさんの声（第4回） 　 渡辺保
やす

宣
のぶ

さん・千
ち

衣
い

子
こ

さん〔雲洞〕

U・Iターン促進住宅支援補助
随時受付中です。ご利用ください。
（予算に達し次第締め切ります）
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ~ boast of my country ~
シリーズ

第42回
マダガスカル共和国 　ハリ ハシナ ヌメンジャナハリ ランドゥリー さん

私の国はこんなところ
　マダガスカルは、アフリカ東海岸のインド洋
に浮かぶ、世界で４番目に大きな島です。動植
物の約7割がマダガスカルのみに生息する固有
種です。世界でも特異な生態系であるために、
「第8番目の大陸」と形容する自然科学者がい
るほどです。島の南西部に広がるサンゴ礁は、

40キロメートルほどあり、世界で3番目の長さを誇ります。
　マダガスカル人は、アフリカやアジア、ヨーロッパからのさまざまな人種
が起源で、多彩な文化を持っています。人気のスポーツは野球とラグビーで
すが、「モランギー」という伝統的な格闘技もあります。主食は米で、肉や
野菜、ソースとともに食べ、昼食や夕食の際にはお米のお茶を飲みます。

南魚沼市に住んで感じたこと
　日本の美しさが南魚沼にはたくさんあります。きれいな広い空と山々を眺
められることに、心から感謝しています。私は南魚沼で初めての冬、そして
雪を体験しました。寒い冬の後に訪れる、色とりどりの花と緑あふれる春が
とても気に入りました。暑い夏にはマダガスカルを思い出します。この街の
人はとても親切です。卒業するまでに、南魚沼をもっと楽しみたいと思って
います。

［公用語］マダガスカル語、フランス語
［首　都］アンタナナリヴ 
［面　積］587,040㎢（45位）
［人　口］ 21,900,000人（55位）
［GDP（PPP）］  197億ドル（119位） 
［通　貨］ マダガスカル・アリアリ（MGA）
※ GDPは国内総生産のことで、購買力平

価説（PPP）により算出した数値です

マダガスカル共和国

　
　市

長
の
一
言
日
記

　

そ
れ
で
は
「
日
本
は
ど
う
か
」
と
問
わ

れ
れ
ば
、
そ
こ
ま
で
の
貧
困
は
存
在
し
な

い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
日
本
人
は
本
当

の
貧
困
を
知
ら
な
く
、
故
に
貧
困
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
幸
せ
で
い
る
こ
と

に
慣
れ
て
し
ま
い
、
自
分
の
一
生
は
幸
せ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
い
込
ん

で
い
る
。
そ
の
誤
っ
た
感
覚
が
日
本
人
を

ど
ん
ど
ん
不
幸
に
し
て
い
る
と
、
曽
野
さ

ん
は
い
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
幸
せ
と
不

幸
せ
は
、
い
つ
も
半
々
と
も
い
っ
て
い
ま

す
。
い
く
ら
幸
せ
で
も
そ
れ
に
慣
れ
る
と

当
た
り
前
に
な
り
、
あ
り
が
た
い
と
思
う

気
持
ち
は
薄
れ
、
逆
に
不
満
が
生
ま
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
人
と
し
て
の

幸
せ
の
基
準
を
ど
こ
に
置
く
か
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
が
「
幸
せ
」
と
「
不
幸
せ
」
を

感
じ
ま
す
。
よ
っ
て
、
人
と
し
て
の
幸
福

感
は
一
律
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
誰
も
が
幸
せ
で
あ
り
た
い
と
願

う
心
は
同
じ
で
す
。
そ
う
思
え
ば
、
不
幸

せ
も
人
生
の
価
値
を
高
め
る
た
め
の
試
練

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か

そ
こ
ま
で
達
観
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

み
な
さ
ま
は
「
幸
せ
」
と
「
不
幸
せ
」

の
基
準
を
ど
の
あ
た
り
に
置
い
て
お
ら
れ

ま
す
か
。
こ
の
こ
と
を
改
め
て
ご
一
考
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
人
と
し
て
の
幸
福
と
は
」

　

秋
の
収
穫
作

業
も
ほ
ぼ
終
わ

り
、
み
な
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ほ
っ
と

一
息
つ
か
れ
た
こ
ろ
と
存
じ
ま
す
。

　

も
う
１０
年
以
上
前
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
曽
野
綾
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
「
幸
福

だ
け
の
人
生
は
あ
り
得
な
い
」（「
幸
福

論
」、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
発
刊
）
を
読
ん
だ

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
世
界
各
地

に
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
貧
困

に
あ
え
ぐ
多
く
の
人
々
が
い
る
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
貧
困
は
本
当
に

厳
し
い
も
の
で
、
今
日
食
べ
る
も
の
も
な

い
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
彼
ら
が
で
き
る

こ
と
は
３
つ
し
か
な
い
そ
う
で
す
。
一
つ

は
「
膝
を
抱
え
て
ひ
た
す
ら
飢
え
と
闘

う
」、
も
う
一
つ
は
「
物
乞
い
を
す
る
」、

そ
し
て
最
後
の
一
つ
は
「
や
む
を
得
ず
盗

む
」
こ
と
だ
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
状
況
が
今
も
世
界
各
地
で
続
く
こ
と

を
み
な
さ
ま
も
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
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　市において不要となった建物（土地を含む）を公募により売却します。

物件１ 　旧上町エコ住宅（省エネルギー実験住宅）

市有財産の売却
� 【問合せ・申込み】財政課�用地管財班　☎773－6671

財産の種類と
価格 財産の表示 記　事

土　　地
4,940,000円

南魚沼市六日町937番3
地目：宅地、登記面積324.03㎡の内
約166㎡（約50坪）

都市計画区域内（区域区分非指定）
第1種中高層住宅専用地域
建ぺい率60％、容積率200％
前面道路は市道（道路幅員7.4ｍ）

南魚沼市六日町936番5
地目：宅地、登記面積172.58㎡の内
約50㎡（約15坪）

建　　物
10,240,000円

南魚沼市六日町937番地3
専用住宅、木造亜鉛メッキ鋼板ふき
2階建、延床面積113.86㎡（約34坪）

高気密・高断熱住宅、オール電化、
太陽光発電システム3.0ＫＷ
平成22年11月建築

合　　計
15,180,000円

◦土地面積は、予定面積です。必要部分について土地分筆協議を行います。
◦ 土地と建物などは、現況渡しとなります。（太陽光発電システムを除き、実験用設備

は撤去済みです）

物件２ 　旧農業共済事務所
財産の種類と
価格 財産の表示 記　事

土　　地
18,200,000円

南魚沼市塩沢24番5
地目：宅地、登記面積1008.15㎡

（約305坪）

都市計画区域内（区域区分非指定）
準工業地域
建ぺい率60％、容積率200％
前面道路は国道17号（幅員約17ｍ）
駐車場用消雪井戸あり

建　　物
660,000円

南魚沼市塩沢24番地5
屋号番号：24番5　事務所
鉄筋コンクリート造陸屋根2階建
延床面積　391.59㎡（約118坪）

床面積　1階183.72㎡
　　　　2階207.87㎡
昭和51年建築　

南魚沼市塩沢24番地5
屋号番号：24番5の2　格納庫
鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建
延床面積：31.17㎡（約9坪）

平成13年建築

合　　計
18,860,000円

◦土地と建物などは、現況渡しとなります。
◦建物付属設備の修理などは、買主の負担となります。

売�払の方法　申込みや建物の内覧受付は、財政課で行います。購入希望者には、売却説明資料と売払い申
請書を配布します。内容を確認して申請書をご提出ください。希望者が複数の場合は、別途入札を実施
します。　
申込期間　10月3日㈪～ 31日㈪
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南
魚
沼
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
緑

豊
か
で
深
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
辻
又
区

は
、
辻
又
川
沿
い
の
谷
間
に
広
が
る
集

落
で
す
。
過
去
に
大
き
な
開
発
も
な
く
、

昔
な
が
ら
の
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
農
業
の
担
い
手

不
足
や
地
理
的
条
件
の
厳
し
さ
か
ら
、

田
畑
の
耕
作
放
棄
が
進
ん
で
い
ま
す
。

人
口
減
少
も
進
み
、
３０
年
前
の
昭
和
６１

年
３
月
末
に
は
２６
世
帯
９８
人
あ
っ
た
人

口
も
、
平
成
２８
年
８
月
末
現
在
で
は
１５

世
帯
４３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
辻
又
区
の
地
域
力
活
性
化

の
た
め
に
、
平
成
２７
年
度
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
２
人
の
協
力
隊
員
が
「
辻
又

区
を
盛
り
上
げ
よ
う
！
」
と
い
う
意
欲

に
燃
え
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
が
進

む
地
方
に
お
い
て
、
地
域
お
こ
し

に
意
欲
の
あ
る
都
市
部
の
人
材
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
定
住
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
力
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
組
み

で
す
。

　

平
成
２７
年
度
に
は
、
全
国
６
７

３
の
自
治
体
で
２
，６
２
５
人
の

協
力
隊
員
が
活
躍
し
ま
し
た
。

南魚沼市地域おこし協力隊
～辻又区に吹くあらたな風～

特 集
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　専門学校在学中から辻又区に
ある魚沼伝習館を通じて、辻又
区と関わりを持ってきました。
辻又区の豊かな自然と古き時代
から人々が生活してきた長い歴
史に魅力を感じ、「こういう場
所に住みたい！」と思っていた
ところ、南魚沼市での地域おこ
し協力隊の募集を知り応募を決
めました。
　昨年9月に協力隊員となり、
研修を積み重ねながら、旧辻又
小学校の校舎を使ったキャンプ
や、餅つきなどのイベントを
行ってきました。イベントでは、
お年寄りに餅つきや料理指導を
してもらうなど、協力しても
らっています。ただ、辻又区に
まだ大きな変化を起こせていな
いと感じています。まずはみな
さんと意思疎通を図るために、
報告会や体制づくり会議、「南

魚沼市地域おこし協力隊通信」
などで私たちの活動を知っても
らい、距離を縮めていきたいと
思います。大きな集落とは違い、
15世帯43人という小さい集落
だからこそ、すべてのみなさん
と関わりを持ちたい。ここだか
らこそ、できることだと思って
います。
　今後は信頼関係を築きつつ、
自分のやりたいことと地域の要
望をすり合わせながら、地域が
主体となり盛り上げていく関係
をめざしたいと思います。
　任期終了後もここで暮らして
いくことを前提としているので、
自然体験のイベントだけでなく、
農作業なども学び、自分の中に
いろんな引き出しを増やしてい
けるように努力していきたいと
考えています。

中山�元喜さん〔東京都出身〕
平成27年9月1日着任

経歴 大学卒業後、中学校社会科
の教員となる。その後、妙高の
アウトドア専門学校で環境教育
を学び、自然ガイドの資格を取
得。現在は、子どもの自然体験
などのイベントを中心に活動中。

小さい集落だからこそ、すべての住民と関わっていきたい

辻 又 区 で の 活 動

① 　「後山小学校 あいさつ郵便」に参加。後山
小学校の児童とあいさつを通して辻又区に元
気を届けました。

② 　辻又区運動会・敬老会に参加。参加者と役
員の両方で大奮闘しました。

③ 　環境省の環境保全を含めた地域活性化事業
を活用し、住民とともに地域資源活用のため
の体制づくりに取り組んでいます。

①�あいさつ郵便

③�体制づくり会議②�辻又区運動会・敬老会
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足立�知彦さん〔東京都出身〕
平成28年1月1日着任

経歴 大学卒業後、ＮＰＯ法人で
介護職員や小学校の特別支援学
級の介助員を経験。その間、日
本一周の旅、中越地震のボラン
ティア、東日本大震災の被災地
支援などを精力的に行い、協力
隊員となる。

南魚沼市地域おこし協力隊
Facebookページで活動内容を
ご覧いただけます。
「南魚沼市地域おこし協力隊」
　　　　　　　　　　　で検索

　雪が好きなことと、中越地震
のボランティアで小千谷市に関
わったことがきっかけで、協力
隊員となりました。近隣市でも
協力隊の募集をしていましたが、
自ら地域おこし全般に関わり自
分で切り拓いていく必要がある
南魚沼市の募集内容が自分に
合っていると感じて、応募しま
した。
　担当は、主に山林・田畑改修
整備などです。協力隊員となっ
て半年が過ぎましたが、課題を
感じ始めています。地域の人と
のコミュニケーションを積極的
に取りたくても、辻又区に住ん
でいないので、なかなか距離を
縮められないと感じています。
引っ越そうにも辻又区にはア
パートなどはありません。辻又
区では豪雪のために転出時に家

　協力隊の2人の活動は始まったばかりで
す。2人とも何でもできる “スーパーマン”
ではなく、ごく普通の若者です。ただ、辻
又区への思いは誰にも負けません。辻又区
に吹き始めた新しい風を大きな旋

せん

風
ぷう

とする
ために、どうしたら地域がよくなるか一緒
に考えてみませんか。

� 水落�義太郎さん　
　村に協力隊員の2人が来
てくれたこと自体がありが
たいし、頼もしいです。中
山さんの開催した餅つき大
会などでは、よそからも人
に来てもらって、にぎやかになりました。足立さん
は気さくな性格で、こういった地域に向いていると
感じます。
　昔の冬の辻又は、カンジキを履いて山を降りる今
では考えられない生活でした。昔の「開拓精神」が
あれば、ここにも溶け込めると思います。逆に、

「開拓精神」がなければ、この厳しい土地に住むこ
とは難しい。自分から骨を折って一からやっていく
という気持ちが大事だと思います。
　2人には今後も幅広く活動してもらいながら、こ
の地に永住してもらいたいと思っています。

をたたんで（引き払って）いく
習わしがあることもあって、す
ぐに入居できる空き家がないの
です。今後は空き家の改修など、
辻又区に住む方法を検討してい
きます。
　協力隊員の任期は、3年間で
す。短い任期だと思って焦った
り、ただ南魚沼市内に定住する
ことだけを考えて活動すれば、
みなさんとのコミュニケーショ
ンや交流が不十分になってしま
います。それでは、定住する意
味がありません。3年後を見据
え、バランスをとって活動して
いきたいと考えています。まだ
大した変化は起こせていません
が、3年後に、「辻又が少しに
ぎやかになってきたね」と感じ
てもらえることが目標です。

３年後に、「辻又が少しにぎやかになってきたね」と
感じてもらいたい

地 域 の 声
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一般会計と特別会計の決算規模
会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額

一　　般　　会　　計 383億7,077万円 366億8,344万円 16億8,733万円

特
別
会
計

国民健康保険 65億2,842万円 64億9,665万円 3,177万円
後期高齢者医療 4億7,378万円 4億6,580万円 798万円
介　護　保　険 62億6,486万円 61億2,198万円 1億4,288万円
城 内 診 療 所 1億6,302万円 1億5,376万円 926万円
下　　水　　道 51億3,677万円 51億3,081万円 596万円
計 569億3,762万円 550億5,244万円 18億8,518万円

企業会計の決算規模
水道事業会計 収　入 支　出 病院事業会計 収　入 支　出
収益的収支 22億2,641万円 20億6,974万円 収益的収支 44億6,530万円 49億 94万円
資本的収支 7億3,798万円 16億 796万円 資本的収支 54億2,691万円 55億2,510万円
主な基金の残高（平成28年5月末現在）
財政調整基金 23億5,475万円
合併振興基金 34億7,280万円
ふるさと基金 4億 円
減債基金 1億 386万円
国民健康保険支払準備基金 327万円
介護給付費準備基金 2億3,161万円
その他 3億8,659万円

合　　計 69億5,288万円

市の財産（平成27年度末現在）
土地 1,704万7,193㎡
建物 33万5,631㎡
有価証券 4億3,100万円
市債の残高（平成27年度末現在）
一般会計 424億2,124万円
下水道特別会計 309億3,641万円
水道事業会計 118億8,700万円
病院事業会計 59億2,926万円

合　　計 911億7,391万円
◦本報告は、四捨五入しての表記です。端数調整により、実額とは一致しない場合があります。
◦ 詳しい内容は、財政課 財政係にお問い合わせください。また各会計の決算書は本庁舎 財政課、南魚沼市図書館、大

和・塩沢図書室に用意してあります。気軽にご覧ください。

平成27年度 決算報告　～南魚沼市の平成27年度決算が、市議会で認定されました～
� 【問合せ】財政課�財政係　☎773－6671

決算の概要  
　平成27年度の一般会計決算は、翌年度への繰越財源を除いた実質収支額で、12億8,868万円の黒字とな
りました。平成27年度の実質収支額から平成26年度の純繰越金7億4,159万円を差し引き、財政調整基金
の取崩しと積立てを反映させた実質単年度収支額は、5億5,002万円の黒字となりました。
　歳入は、主に固定資産税の評価替えの影響で市税が1億5,052万円の減となりました。一方、地方消費税
交付金が4億3,116万円の増、主に市立六日町病院診療収入により使用料・手数料が2億7,026万円の増、市
民病院整備の受託事業収入などで諸収入が11億3,271万円の増となり、総額で383億7,077万円となりました。
　歳出は、魚沼荘改築事業などで民生費が9億3,854万円の増、新市立病院整備事業費や病院事業会計補
助金などにより衛生費が24億5,525万円の増となりました。一方、公共下水道繰出金の減や少雪による除
雪・消雪関係経費の減により土木費が4億2,765万円の減、統合中学校建設事業費が増となったものの、
大原運動公園事業費の減により教育費が3億5,329万円の減となり、総額では366億8,344万円となりました。
平成27年度の主な事業
◦新市立病院整備事業（3か年継続事業）は病院建設が完了し、南魚沼市民病院が11月に開院しました。
◦統合中学校建設事業（2か年継続事業）の1年目として、八海中学校の建設を開始しました。
◦コンビニエンスストアでマイナンバーカードを利用した住民票などの取得が可能となりました。
◦南魚沼版CCRCの推進に向け協議会を設立し、基本構想を策定しました。
◦地域消費喚起実施事業として、プレミアム付き商品券と飲食券の発行のため、事業主体に補助を行いました。
◦市民バスの運行を再編し、統一した運行体制としました。また、10月からは有料化を開始しました。

市報 みなみ魚沼　平成28年10月1日発行 8



市税の人口1人当たり負担額（平成27年度末における現年課税分の課税額を元に算定）

個人市民税
全体 36,102円

軽自動車税 2,886円
家屋敷課税分を除く� 注 35,968円

固定資産税
全体 66,205円

市たばこ税 7,162円
市内居住者分のみ 42,257円

都市計画税
全体 1,039円

入　湯　税 701円
市内居住者分のみ 823円

� 注 家屋敷課税：市内に家屋敷を所有する個人で、市内に住所がない人に住民税の均等割を課税するもの

一般会計決算の状況
歳　入

科　目 平成27年度（A） 平成26年度（B） 増　減（A－B）
平成27年度

1人当たりの金額
（A÷人口）※

地 方 交 付 税 �113億2,385万円 �111億9,294万円 �1億3,091万円 193,326円
市 税 �73億1,237万円 �74億6,289万円 △1億5,052万円� 124,840円
市 債 �53億3,410万円 �37億1,370万円 �16億2,040万円 91,066円
諸 収 入 �45億 535万円 �33億7,264万円 �11億3,271万円 76,917円
国 庫 支 出 金 �31億7,454万円 �32億1,554万円 △4,100万円� 54,197円
県 支 出 金 �21億7,178万円 �20億5,611万円 �1億1,567万円 37,078円
繰 越 金 �11億2,144万円 �12億1,052万円 △8,908万円� 19,146円
使用料及び手数料 �7億7,973万円 �5億 947万円 �2億7,026万円 13,312円
分担金及び負担金 �5億2,323万円 �5億4,562万円 △2,239万円� 8,933円
繰 入 金 �2億2,802万円 �8億2,054万円 △5億9,252万円� 3,893円
そ の 他 �18億9,636万円 �12億6,003万円 �6億3,633万円 32,375円

合　　計 �383億7,077万円 �353億6,000万円 �30億1,077万円 655,082円
※平成28年3月31日現在の住民基本台帳人口58,574人で計算しています（以下、歳出・市税負担額も同じ）

歳　出

科　目 平成27年度（A） 平成26年度（B） 増　減（A－B）
平成27年度

1人当たりの金額
（A÷人口）※

民 生 費 �86億3,155万円 �76億9,301万円 �9億3,854万円 147,361円
衛 生 費 �77億8,709万円 �53億3,184万円 �24億5,525万円 132,944円
総 務 費 �61億8,817万円 �64億2,534万円 △2億3,717万円� 105,647円
公 債 費 �49億5,626万円 �50億2,284万円 △6,658万円� 84,615円
土 木 費 �38億5,274万円 �42億8,039万円 △4億2,765万円� 65,776円
教 育 費 �22億1,620万円 �25億6,949万円 △3億5,329万円� 37,836円
農 林 水 産 業 費 �13億1,745万円 �14億3,872万円 △1億2,127万円� 22,492円
消 防 費 �9億8,233万円 �3億8,152万円 �6億 81万円 16,771円
商 工 費 �4億5,890万円 �4億5,861万円 29万円� 7,835円
災 害 復 旧 費 1,179万円� �2億5,726万円 △2億4,547万円� 201円
そ の 他 �2億8,096万円 �3億7,955万円 △9,859万円� 4,797円

合　　計 �366億8,344万円 �342億3,857万円 �24億4,487万円 626,275円
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【一般会計】
歳入合計
383億

7,077万円

その他（4.9%）18億9,636万円
繰入金（0.6%）2億2,802万円
分担金及び負担金（1.4%）
5億2,323万円

使用料及び手数料（2.0%）
7億7,973万円

繰越金（2.9%）
11億2,144万円

県支出金（5.7%）
21億7,178万円

国庫支出金（8.3%）
31億7,454万円

地方交付税（29.5%）
113億2,385万円

市税（19.1%）
73億1,237万円市債（13.9%）

53億3,410万円

諸収入（11.7%）
45億535万円

【一般会計】
歳出合計
366億

8,344万円

その他（0.8%）2億8,096万円

災害復旧費（0.03%）
1,179万円

衛生費（21.2%）
77億8,709万円

総務費（16.9%）
61億8,817万円

民生費（23.5%）
86億3,155万円

商工費（1.3%）
4億5,890万円

消防費（2.7%）
9億8,233万円

農林水産業費（3.6%）
13億1,745万円

教育費（6.0%）
22億1,620万円

土木費（10.5%）
38億5,274万円

公債費（13.5%）
49億5,626万円

歳出項目の説明
民　　生　　費　　社会福祉､老人福祉､児童福祉などの経費
衛　　生　　費　　健康増進や疾病予防、環境美化やごみ処理などの経費
総　　務　　費　　市の全般的な管理事務などの経費
公　　債　　費　　市の借金（元金・利子）の返済金
土　　木　　費　　道路･河川の改良や維持管理、除雪などの経費
教　　育　　費　　 小・中学校や総合支援学校の管理運営、生涯学習や生涯スポーツ事業、図書館などの経費
農林水産業費　　農林水産業の振興や土地改良などの経費
消　　防　　費　　消防署や消防団、防災対策などの経費
商　　工　　費　　商工業の振興や観光事業の経費
災 害 復 旧 費　　災害によって被害をうけた農林・土木・公共施設の復旧にかかる経費
そ　　の　　他　　議会運営､雇用対策などの経費

歳入項目の説明
地 方 交 付 税　　 国が徴収した税金の一定割合が、市町村の財政規模に応じて交付されるもの
市　　　　　　　　税　　みなさんから市に納めていただいた税金
市　　　　　　　　債　　市の借金
諸 収 入　　貸付金元金収入、給食費実費徴収金、広域行政受託事業収入など
国庫支出金・県支出金　　特定の事業に対して、国・県から使いみちを指定して交付されるもの
繰 越 金　　前年度の剰余金
使 用 料 ・ 手 数 料　　各種施設の使用料や証明書発行などの手数料
分 担 金 ・ 負 担 金　　 特定の事業によって利益を受ける人や団体から事業費の一部を負担してもらうもの
繰 入 金　　各種基金や特別会計から一般会計へ繰り入れられるもの
そ の 他　　地方譲与税、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、財産収入、寄附金など

歳　入

歳　出
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目的税 注1 の使途状況
入湯税　平成27年度収入額：4,107万円

事業区分 事業費 入湯税充当額 充当事業の内容
環境衛生設備の整備 3億3,873万円 1,038万円 ごみ処理施設整備事業借入金の元利償還金

消防施設などの整備 6億8,264万円 49万円 消防救急無線デジタル化事業や消防ポンプなどの消
防設備の整備、消防団軽積載車の整備

観 光 施 設 の 整 備 1,720万円 325万円 観光交流拠点（道の駅南魚沼）、観光看板などの整備

観 光 振 興 1億5,427万円 2,695万円 観光PR業務、道の駅南魚沼管理運営費、観光協会運
営費補助、雪まつりなどの観光イベントへの補助など

都市計画税　平成27年度収入額：5,997万円
事業区分 事業費 都市計画税充当額 充当事業の内容

都 市 計 画 事 業 3,409万円 719万円 街路事業、公園整備事業、流雪溝整備事業など

都市計画事業債償還費 2,987万円 2,987万円 都市計画事業（街路新設改良など）借入金の
元利償還金

下水道特別会計繰出金 21億8,087万円 2,291万円
公共下水道整備事業借入金の元利償還金に充
てるために、一般会計が負担する下水道特別
会計への繰出金

注1 地方税の中で、一定の政策目的を達成するために使途を限定して課税するものを目的税といいます。
　入　湯　税：  環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、消防施設などの整備や観光振興に要する費用に充てるため、入湯

客に対して課税しています。
　都市計画税：  都市計画事業、土地区画整理事業に要する費用に充てるため、都市計画区域の指定区域内に所在する土

地・家屋の所有者に対して課税しています。

主な財政指標（平成27年度地方財政状況調査値 注2 ）
項　目 数　値 説　明

標準財政規模 201億3,781万円 地方公共団体で標準的に収入が見込まれる一般財源の規模

財政力指数 0.434 地方公共団体の財政力の強弱を示す指標（平成25 ～ 27年度の3か年平均）
※この数値が1以上の団体は、国からの普通交付税が交付されません

実 質 収 支 12億9,793万円 歳入総額と歳出総額の差額から翌年度に繰り越すべき財源を引いた額
実質収支比率 6.4% 実質収支の標準財政規模に対する割合

経常収支比率 87.4%
毎年度義務的・経常的に支出される経費（人件費、扶助費、公債費な
ど：経常的経費）が、使い道が特定されずに経常的に収入される一般財
源の額（市税や普通交付税など：経常一般財源）に占める割合
※この比率が高いほど財政構造の硬直化が進んでいることを表します

注2 ��全国市町村の普通会計決算状況について、統一的な方法で行われる調査。普通会計として、一般会計と城内診療所
特別会計を合わせた額で作成しています。

平成27年度決算に基づく健全化判断比率など
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成27年度決算に基づく健全化判断比率と公営
企業会計の資金不足比率を算定し、9月定例議会に報告しました。いずれも早期健全化基準を下回っています。
健全化判断比率 （単位：%）

資金不足比率…公営企業の事業規模に対する資金の不足額の比率を示す指標です。
　 水道事業会計、病院事業会計、下水道特別会計の全会計において、昨年度に引き続き、いずれも資金不足は

生じていなく、経営健全化基準（20.0％）を下回っています。

健全化判断比率 平成27年度
決算

平成26年度
決算 比較 早期健全

化基準
財政再建
基準 説　　　明

実質赤字比率
（一般会計等分） － － － 12.49 20.00 家計でいえば年収に占める年間赤字の割合

を示した数値

連結実質赤字比率 － － － 17.49 30.00 実質赤字比率を特別会計・企業会計を含め
た全会計に適用した数値

実質公債費比率
（３か年平均値） 15.4 16.3 △0.9 25.0 35.0 年収に占める年間の借金返済額の割合を示

した数値

将来負担比率 158.9 155.0 3.9 350.0 一般会計などが将来にわたって負担する負債
が、年収の何年分に相当するかを示した数値

※連結実質赤字比率は、黒字のため「－」で表示しています
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　総務省では、地方公務員の給与や定員管理の状況について、地方自治体間の比較分析をするため、統一
した様式を用いてデータを作成し、公表しています。この様式に基づき、南魚沼市職員の給与と定員管理
などを公表します。
※区分毎の構成率などは、小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100.0％にならない場合があります

1 �人件費（平成27年度普通会計決算）
住民基本台帳人口

（平成28年1月1日現在） 歳出額Ａ 実質収支
（歳入－歳出） 人件費Ｂ 人件費率

Ｂ／Ａ
（参考）26年度の

人件費率
58,907人 36,054,131千円 1,297,934千円 4,785,894千円 13.3％ 14.7％

※ 人件費には、給料、職員手当、退職手当負担金と共済費、特別職に支給される給料、報酬費などを含む（児童手当は除く）

2 �職員給与費
⑴�平成27年度普通会計決算

職員数
Ａ

給与費 1人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

退職手当
負担金
C

共済費
D

1人当たり
人件費

（B+C+D）/A給料 職員手当 期末･勤勉
手当

計
Ｂ

630人 2,242,433
千円

399,278
千円

840,158
千円

3,481,869
千円

5,527
千円

477,553
千円

740,455
千円

7,460
千円

※職員数は、総務省における給与実態調査の数値（市長、副市長、教育長は含まない）

⑵�平成27年度決算（普通会計、病院会計、水道会計、下水道会計、その他の公営事業等会計の合算）

職員数
Ａ

給与費 1人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

退職手当
負担金
C

共済費
D

1人当たり
人件費

（B+C+D）/A給料 職員手当 期末･勤勉
手当

計
Ｂ

939人 3,439,115
千円

728,870
千円

1,277,065
千円

5,445,050
千円

5,799
千円

728,701
千円

1,131,196
千円

7,779
千円

※職員数は、総務省における給与実態調査の数値（市長、副市長、教育長、企業管理者は含まない）

3 �職員の平均年齢、平均給料月額

区　分
一般行政職 技　能　職 消　防　職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額
南魚沼市 41.6歳 295,876円 50.4歳 307,436円 35.7歳 282,663円

※平均給料月額は、基本給の平均で諸手当を含まない額

4 �職員の初任給
区　分 一般行政職 技　能　職 消　防　職
高校卒 144,600円 142,000円 182,400円
大学卒 176,700円 205,200円

5 �ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
区　分 南魚沼市 類似団体 全国市平均
平成26年 92.6 97.9 98.6
平成27年 93.1 97.9 98.7

6 �職員の任免の状況（平成27年度）

区分 平成27年４月１日採用 平成27年４月２日～
平成28年３月31日採用 平成27年度退職

人数 52人 12人 59人

※１）  ラスパイレス指数は、全地方公共団体の一
般行政職の給料月額を同一の基準で比較す
るため、国の職員数（構成）を用いて、学
歴や経験年数の差による影響を補正し、国
の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額
を100として計算した指数

　２）  類似団体は、人口規模、産業構造が類似して
いる団体のラスパイレス指数を単純平均した
値

市職員の給与・職員数、人事行政の運営などの状況　～平成28年４月１日現在～
� 【問合せ】総務課�人事係　☎773－6660
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7 �特別職の報酬など

区　　分 給料等月額 期末手当 給料（報酬）・期末手当総支給額
（平成27年度決算）

給　料

市　　　　　長 820,000円 6月期�1.475月分
12月期�1.625月分
　計� 3.10 月分
役職加算� 15%

39,603,137円
副　　市　　長 625,300円
教　　育　　長 562,500円
水道事業管理者 537,300円

報　酬

議　　　　　長 389,300円 6月期�1.475月分
12月期�1.625月分
　計� 3.10 月分
役職加算� 15%

118,701,045円
副　　議　　長 317,600円
委　　員　　長 300,000円
議　　　　　員 300,000円

8 �一般行政職の級別職員数

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

６級 部長、次長、課長 7人 2.3％
５級 次長、課長、参事 28人 9.2％
４級 係長、主幹、副参事 73人 23.9％
３級 主任 96人 31.5％
２級 主事、技師 50人 16.4％
１級 主事、技師 51人 16.7％
計 305人 100％

※標準的な職務内容とは、各級の代表的な職務

9 �職員数の年齢別グラフ

0

20

40

60

80

100

120

140

20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

60歳
以上

1 62 82 106 95 68 107 119 96 95 105 13
0.1％ 6.5％ 8.6％ 11.2％ 10.0％ 7.2％ 11.3％ 12.5％ 10.1％ 10.0％ 11.1％ 1.4％

職員数
構成率

※職員数は、教育長を除いた一般職に属する数10�部門別職員数の状況（各年度４月１日現在）

区　分
職員数 対前年

主な増員理由 主な減員理由
27年度 28年度 増員 減員 差引

普

通

会

計

部

門

一

般

行

政

部

門

議　会 4 4 0

総　務 90 93 6 3 3 地方創生室創設と選挙業務
対応による増

地方創生室創設のため、企
画政策課の分割による減

税　務 26 26 0

民　生 189 189 2 2 0 保育業務充実による増 魚沼荘の指定管理移行によ
る減

衛　生 59 49 4 14 △10 保健業務充実による増 市民病院の病院事業会計移
行による減

労　働 2 2 0
農林　
　水産 27 27 0

商　工 13 13 0
土　木 32 32 0
小計 442 435 12 19 △7

教育部門 83 86 3 3 給食委託業務対応と体育施
設業務対応による増

消防部門 105 105 0
計 630 626 15 19 △4

会
計
部
門　

公
営
企
業
等

病　　院 236 251 15 15 市民病院開院による増
水　　道 14 13 1 △1 業務見直しによる減
下 水 道 14 14 0
注その他 45 45 0
計 309 323 15 1 14

合　計 939 949 30 20 10
※職員数は、一般職に属する職員数
　注  その他は、国保健康保険、介護保険、後期高齢者医療のそれぞれの会計に属する職員
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11�職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴�勤務時間、休憩時間の状況

勤務時間 休憩時間
始業時刻 終業時刻

12：00～ 13：00
8：30 17：15

※平成28年４月１日現在の標準的な勤務時間

⑵�年次有給休暇の取得状況

区　分
１人当たり平均取得日数
平成26年 平成27年

年次休暇 11.4日 10.4日
※ 各年1月1日～ 12月31日の取得状況。非現業の一般

職員で市長部局に勤務する職員のうち、交替制勤務
者、暦年途中の採用者・退職者・育児休業者を除く12�職員の分限と懲戒処分の状況（平成27年度）

区　分
分限処分 懲戒処分
休職 戒告 減給 免職

人数 13人 12名 1人 1人

13�職員手当
区　分 南　　魚　　沼　　市 国の制度

期末手当
勤勉手当

〈支給割合〉 期末手当 勤勉手当

同じ
6月期 1.225月分 0.80月分
12月期 1.375月分 0.80月分
計 2.60月分 1.60月分
職制上の段階、職務の等級などによる加算措置あり

退職手当

〈支給率〉 自己都合 勧奨・定年

同じ

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825 月分
勤続35年 41.325月分 49.59 月分
最高限度 49.59 月分 49.59 月分
加算措置 定年前早期退職特例措置

扶養手当
（月額）

・配偶者�� 13,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　
・その他の扶養親族� 各6,500円　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（ただし、配偶者のいない職員の扶養親族のうち、1人目は11,000円）
・満16歳の年度始め～満22歳の年度末の間にある子は、1人につき� 　
　5,000円を加算

同じ

住居手当
（月額）

月額12,000円を超える家賃を払っている職員に、負担している額に応
じて最高27,000円までを支給 同じ

通勤手当
（月額） 2キロメートル以上から距離に応じて3,000円～ 24,500円 最高額は同額、距離区

分と額に差異あり

14�職員の研修と勤務成績の評定の状況
⑴�職員の研修の状況（平成27年度）

研修名 件数 延べ受講者数
自己啓発研修 5 5
各課専門研修 671 3,381
職場内研修 16 711
人事担当課主催 12 214
新潟県自治研修所主催 34 53
新潟県市町村総合事務組合主催 31 83
市町村アカデミー研修 4 4

⑵�勤務成績評定の状況
　�　勤務成績の評定は、地方公務員法第40条の規

定に基づき、職員の能力開発、資質の向上と適材
適所の人事配置に必要な人事管理の基礎資料とし
ています。

※ 国、新潟県、類似団体の各種データは10月1日現在公表されていません。公表後、市との比較を市ウェ
ブサイトに掲載します。職員数と給与の詳細は、市ウェブサイトに掲載しています

　（市ウェブサイト内で、「南魚沼市　給与」で検索）

15�職員の福祉と利益の保護状況（平成27年度）
⑴�職員の健康管理
　 　職員の健康状態を把握し、健康障がいや疾病

の早期発見を行うため、毎年定期健康診断を実
施しているほか、人間ドックの助成を行ってい
ます。

⑵�公平委員会の業務の状況
　�　市では、公平委員会を地方自治法第252条の7

の規定に基づき、新潟県市町村総合事務組合に
共同設置し、事務処理を行っています。

報告状況 件数
勤務条件に関する措置の要求 0件
不利益処分に関する不服申立て 0件
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共通事項
募集期間　10月3日㈪～ 14日㈮
入居資格　◦住宅事情に困っている
　　　　　◦ 同居する親族がいる（60歳以上と

障がい者は条件により、一部の住宅
へ単身入居が可能）

　　　　　◦収入基準に適合している
　　　　　◦暴力団員ではない

公営住宅の入居者募集
� 【問合せ・申込み】都市計画課　☎773－6662

申 込 み　 都市計画課、大和・塩沢市民センター
で入居資格を確認し、申込書を配布。
申込みは必要書類を添付して都市計画
課まで

選考方法　住宅委員会の意見を踏まえて選考
家賃算定　収入に応じて決定
敷　　金　家賃の3か月分
入居可能時期　11月中旬以降

地
域

団地・住宅名
〔所在行政区〕

階　
数

部
屋
番
号

間
取
り

建物の構造
単
身
入
居
家賃月額

駐車場
月額1台分
［可能台数］

その他

大　
　

和

市営赤石団地
〔黒土新田〕 1 103 3DK 鉄筋コンクリート

３階建 － 17,300 ～
34,000円 1,700円［2台］

市営桜沢団地
〔田町〕 2 201 3DK 鉄筋コンクリート

３階建 － 17,100 ～
33,700円 2,400円［2台］

市営一村尾団地
〔一村尾〕 － 5－10 3DK 木造高床式

２階建 － 15,700 ～
27,700円

無料［1台］
（高床1階）

車庫の高さ 
 ：1.6ｍ

六　
　
　

日　
　
　

町

市営長森住宅
〔長森〕 － 11 2DK 木造

平屋建 可 13,900 ～
27,300円 1,700円［1台］

障がい者向け
住宅（一般世
帯も申込可）

市営宮住宅
〔宮〕 － 6 3DK 木造高床式

２階建 － 17,500 ～
34,400円

無料［1台］
（高床1階）

車庫の高さ 
 ：1.6ｍ

市営津久野住宅
〔津久野〕 3 12 3DK 鉄筋コンクリート

３階建 － 15,600 ～
30,700円 1,900円［2台］

市営余川住宅
2号棟〔飯綱町〕 1 211 3DK 鉄筋コンクリート

４階建 － 16,800 ～
33,000円 2,500円［2台］

県営余川住宅
3号棟〔飯綱町〕 4 341 3DK 鉄筋コンクリート

４階建 － 16,600 ～
32,700円 2,500円［2台］

市営西泉田住宅
1号棟〔西泉田〕 5 506 3DK 鉄筋コンクリート

５階建 可 14,000 ～
27,500円 2,400円［1台］

市営西泉田住宅
1号棟〔西泉田〕 4 402 3DK 鉄筋コンクリート

５階建 可 14,000 ～
27,500円 2,400円［1台］

県営上町住宅
松棟

〔上町1丁目4区〕
1 103 3DK 鉄筋コンクリート

４階建 － 16,900 ～
33,200円 2,800円［1台］

塩　
　

沢

市営中央団地
Ｃ棟〔三分区〕 － 2 3DK 木造高床式

２階建 － 23,700 ～
46,600円

無料［1台］
（高床1階）

車庫の高さ 
 ：1.6ｍ

市営泉盛寺団地
〔泉盛寺〕 1 103 3DK 鉄筋コンクリート

５階建 可 12,600 ～
24,900円

無料［1台］
（入居者管理）
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付
金
の
配
分
に
は
限
り
が
あ
り
、
み
な

さ
ん
の
ご
要
望
に
す
べ
て
対
応
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
交
通
量
や
路
線

の
重
要
度
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
計

画
的
に
修
繕
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

小
規
模
な
補
修
は
、
現
場
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

Ｑ

 

傷
ん
で
い
る
側
溝
を
含
め
て
幅
員

を
広
げ
る
道
路
改
良
を
し
て
ほ
し
い
。

A

道
路
や
側
溝
の
新
設
・
改
良
に
つ
い

て
は
、
多
額
の
工
事
費
が
必
要
な
た
め
、

国
の
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
計
画
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
交
付
金

の
配
分
に
は
限
り
が
あ
り
、
道
路
の
維

持
管
理
に
も
多
額
な
費
用
が
必
要
な
こ

と
な
ど
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に

す
べ
て
対
応
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

道
路
改
良
の
効
果
や
、
側
溝
な
ど
の
施

設
の
劣
化
度
を
勘
案
し
な
が
ら
改
良
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
道
路
や
河
川
沿
い
に
雑
草
が
生
い

茂
っ
て
い
ま
す
。
環
境
面
を
考
え
、
草

刈
り
を
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？

A

国
と
県
が
管
理
す
る
道
路
の
主
要
部

と
市
道
の
一
部
、
県
が
管
理
す
る
河
川

の
主
要
部
に
つ
い
て
は
、
年
１
回
委
託

に
よ
り
草
刈
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
道
路
と
河
川
の

草
刈
り
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
の
が

実
情
で
す
。

Ｑ
交
差
点
で
左
右
が
見
え
づ
ら
い
場
所

に
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
付
け
て
も
ら
え

ま
す
か
？

A

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、「
一
時
停
止
を

し
た
際
の
見
通
し
の
悪
さ
」
な
ど
を
設

置
要
件
と
し
て
い
ま
す
。
現
場
状
況
を

確
認
し
、
設
置
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

Ｑ
冬
場
、
除
雪
車
が
来
る
の
が
遅
い
時

が
あ
り
ま
す
。
反
対
に
、
降
雪
が
な
い

の
に
除
雪
車
が
出
動
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

A

除
雪
車
の
出
動
基
準
は
、「
路
面
に

１０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪
が
あ

り
、
そ
の
後
も
降
雪
が
連
続
す
る
場

合
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
豪
雪
時
に
は
、

除
雪
に
時
間
が
か
か
り
、
遅
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雪
が
降
り
や

ん
で
も
、
交
差
点
付
近
な
ど
の
見
通
し

を
確
保
す
る
た
め
に
、
拡
幅
除
雪
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
歩
道
の
除
雪
基
準
は
、
車
道
の
除
雪

基
準
と
違
う
と
聞
い
た
け
ど
？

A

歩
道
除
雪
の
出
動
基
準
は
、「
積
雪

深
が
お
お
む
ね
２０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
場
合
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
市
街
地
の
機
械
除
雪
で
、
田
に
雪
が

積
み
上
げ
ら
れ
、
雪
消
え
が
遅
く
て

困
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
に
か
な
り
ま
せ

ん
か
？

A

市
街
地
で
は
、
投
雪
可
能
な
場
所
が

限
ら
れ
、
特
定
の
田
な
ど
に
積
み
上
げ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

所
に
つ
い
て
は
、
他
の
場
所
と
雪
消
え

が
同
じ
時
期
に
な
る
よ
う
に
、
排
雪
・

運
搬
処
理
や
現
地
で
の
か
く
は
ん
・
押

戻
し
作
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
春
先

の
積
雪
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
の
作
業

と
な
り
ま
す
。

機
械
除
雪
に
よ
る
投
雪
に
つ
い
て
、
土

地
所
有
者
や
耕
作
者
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
道
路
の
消
雪
パ
イ
プ
の
雪
消
え
が
悪

く
、
歩
行
や
車
の
通
行
で
困
っ
て
い
ま

す
。
改
善
し
て
も
ら
え
ま
す
か
？

A

井
戸
の
能
力
低
下
や
散
水
管
の
目
詰

ま
り
か
ら
、
消
雪
に
必
要
な
水
量
が
散

水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

井
戸
の
設
置
経
過
年
数
や
水
位
の
変
化

な
ど
、
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
井
戸

の
掘
り
換
え
更
新
や
散
水
管
の
打
ち
換

え
は
、
交
付
金
事
業
に
基
づ
き
、
計
画

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

消
雪
パ
イ
プ
路
線
で
水
量
が
極
め
て
不

足
し
て
い
る
場
合
は
、
一
時
的
に
機
械

除
雪
で
対
応
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

建設課による道路応急修繕
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こんな会社です
　当社はディーゼルエンジン用燃料噴射装置の開発・製
造・販売をしています。この南魚沼の地には1943年に㈱
新潟鐵工所の疎開工場として、JR六日町駅周辺に建設さ
れたのが始まりです。当時から燃料噴射ノズルの製造を
行ってきました。その後、1971年に川窪区に工場を移設
しました。現在の社名である、ニコ精密機器㈱として操業
を開始したのは2001年からで、2003年には㈱IHIグルー
プに属する新潟原動機㈱が100%出資する関連会社となり
ました。
　主な事業として、船用機関や陸用発電機などの4サイク
ルディーゼルエンジンの燃料噴射装置の製造と販売を行っています。燃料噴射装置は精密な加工技術が必
要で、その技術力と品質はエンジン性能を大きく左右します。主要な顧客は国内をはじめ韓国、中国、欧
州などのエンジンメーカーで、世界的な営業活動を行っています。

イチ押し社員を紹介　～大平善英さん［所属:製造グループ］～
Ｑ この会社で働いてみてどうですか？
A 高校を卒業して入社し、20年以上勤務しています。職場の雰囲気は居

心地がよく、同期のほとんどが在職しています。入社当初から戦力になり
たいと努めてきました。現在は製造チームをまとめる立場として、業務に
励んでいます。みんなと意志の疎通を取ることや業務の教え方を工夫する
ことで、働きやすい職場環境になるように心がけています。製造業の魅力
は製品が形となっていく工程を見ることができることだと思います。また、
当社の製品を使用したディーゼルエンジンが設置されている火力発電所や、
大型客船を見ると感動します。現場は冷暖房完備で、休日などの福利厚生
も充実しています。

新人さんの紹介
～笛木菜月さん（塩沢商工高等学校 商業科出身）～
Ｑ この会社で働いてみてどうですか？
A 今年の4月に入社しました。2か月の研修期間を経て6月に製

造グループ生産技術チームに配属となりました。子どものころか
ら物作りに興味があったことや、高校の先生の勧めもあり、入社
を決めました。いざ現場に入ってみると油の匂いや大きな音、製
品の大きさなど、驚きの毎日です。まずは、メモを取りながら効
率よく仕事ができるように取り組んでいきたいと思います。

シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します�━━━━� 南魚沼市WEB企業ガイド 検 索

〒949－6603　南魚沼市川窪1095－1番地
☎772－3121　FAX�772－3467
ウェブサイト：http://www.nico-precision.com

シリーズ⑱

主要製品［ディーゼルエンジン用燃料噴射装置］

大平善英さん

主要製品の組立風景

ニコ精密機器株式会社�
� ［製造業］

市報 みなみ魚沼　平成28年10月1日発行17



【問合せ】
地方創生推進室
� ☎773－6659

非常時に必要なものは、きっちり整理
 平成17年台風14号（杉並区　災害当時70代　女性）　

　私はいつも緊急用の物資を地下室に置いています。今回の大雨で、地下室が水浸しになりました
が、幸い上の方の棚に置いていたので、難を免れました。
　一口に非常時に備えると言っても、使う人によって必要なものが異なります。私は、「赤ちゃ
ん・お母さん用」「お年寄り用」というように区別して箱に入れ、中味が分かるように一覧表を箱
の上に貼っています。
　お年寄り特有のものとしては、入れ歯・入れ歯入れ、痛み止め、虫めが
ねなど。赤ちゃん・お母さん用には、おむつ、防災ずきん、ウェット
ティッシュなど、55種類ぐらいあります。赤ちゃん用の非常食は賞味期
限が短いのが困りものです。あんまり準備がいいというので、春と秋の防
災の日のイベントでは、消防署の人に頼まれてそれらを展示していますが、

「参考になるからリストをください」と、言ってくれる人もいます。
　最初は確かに大変でしたが、一度そろえてしまえば次の年からは賞味期
限のせまっているものを使ってしまい、新しいものに交換すればいいわけ
です。「何が必要だろう」と考えながら箱につめるのも、案外楽しいもの
ですよ。

【問合せ】総務課�防災庶務班　
☎773－6660　一日前プロジェクト

災害に備えて

五十沢地域づくり協議会　☎774−2002
　8月16日㈫、五十沢地域開発センターで「五十
沢ふるさと祭り」を開催しました。天候にも恵ま
れ、ヨーヨーすくい・金魚すくい・わたあめなど
の模擬店は子どもたちに大人気でした。すぐ近く
の五十沢川でニジマスのつかみ取りも行われ、多
くの人でにぎわいました。

大巻地区地域づくり協議会　☎776−2032
　野田区では、集落内に側溝を設置しました。以
前は雨が降ると土砂が流れ、道路に水があふれて
いました。製品や重機使用料などは協議会の基礎
事業として補助を受け、作業は業者に頼まず、2
日間かけて延べ15人の区民が参加し、実施しま
した。

大崎地区地域づくり協議会　☎779−2761
　大崎地区地域づくり協議会では、提案事業の一
つとして海士ヶ島新田地内のバス停に、待合室を
設置しました。これにより天候の悪い日でも、高
齢者などの地域の人が安心してバスを利用できる
ようになりました。

地
域
づ
く
り
協
議
会
の�

　「
と
り
く
み
」

　
　「
で
き
ご
と
」
紹
介

主役は
地域の
みなさん!

賞味期限チェック!!
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主催　八色の森市民まつり実行委員会　　　問合せ　商工観光課　☎773－6665

魚沼基幹病院↑小出
ゆきぐに
大和病院

JA魚沼みなみ

池田記念
美術館

シャトルバス
発着所

八色の森公園

↓六日町
大和庁舎

浦
佐
駅

東
口

魚
野
川

さ
わ
ら
び

JA魚沼みなみ

池田記念美術館
←浦佐駅

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

観覧席
（大芝広場）

フリー
マーケット

こめつぐ君
ふわふわ
ドーム

天王町26号線

浦佐・黒土新田線

公
園
通
り
線

国
道
17
号
浦
佐
バ
イ
パ
ス

大
和
公
民
館・さ
わ
ら
び

公園管理棟

シャトルバス降り場
テント村

ステージ

子ども広場

シャトルバス
乗り場

北里学院→

エコステーション
ＷＣ 本部救護

仮設トイレ

女性専用

日時　10月9日㈰
　　　10：00～ 15：30
会場　�奥只見レクリエーション�

� 都市公園「八色の森」

周辺案内図

まつり会場案内図

第12回
八色の森市民まつり

池田記念美術館　当日入館無料

魚沼ダンス・フェスティバル

テント村
⃝たこ焼　⃝焼そば　　⃝そば・うどん
⃝焼き肉　⃝海鮮焼き　⃝志んこ餅
⃝あんぼ　⃝新米　　　⃝綿あめ
⃝チヂミ　⃝仙人鍋　　⃝おこわ
⃝たい焼き　⃝各種飲み物　⃝バザー
⃝包丁砥ぎ　⃝フリーマーケット�　など

ごみの減量のために、マイバックなどを
ご持参ください

※内容を一部変更する場合があります

熱気球
体験搭乗

小千谷法人会大和地区会事業

こめつぐ君
ふわふわドーム

おたのしみ大抽選会
［14：00開始予定］正午からス
テージとなり商工会テントで抽選
券を配布します

シャトルバスを
ご利用ください

車での来場は、大和庁舎駐車場
をご利用ください。会場まで
シャトルバスで送迎します。電
車などを利用の人は、浦佐駅東
口からご乗車ください。
会場周辺の道路や歩道・私有地
に車を駐車
しないでく
ださい。

子ども広場
⃝消防車・救急車展示
⃝土木フェア

秋の大空へ！
さわらび前で
開催！

遊びに
来てね！
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小
・
中
学
校 

図
書
委
員
会

お
す
す
め
の
本
コ
ー
ナ
ー
⑥

　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
図
書
委

員
会
が
選
ん
だ
お
勧
め
本
を
、
３

冊
ず
つ
展
示
し
ま
す
。
最
終
回
の

１０
月
は
、
薮
神
・
北
辰
・
上
関
小

学
校
、
塩
沢
中
学
校
の
４
校
で
す 

期
間　
１０
月
１
日
㈯
～
３１
日
㈪

展
示
場
所　
西
側
の
書
棚
上

お
は
な
し
の
じ
か
ん

　

７
月
か
ら
始
ま
っ
た
図
書
館
司

書
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
ラ
イ
ブ
。

手
遊
び
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。

日
時　
１０
月
８
日
㈯

　

午
前
１１
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対�

象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

₁₀
月
の
読
書
の
つ
ど
い

に
ぎ
に
ぎ�
お
に
ぎ
り　
　

日
時　
１０
月
２２
日
㈯　

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室　

テ
ー
マ　
「
た
べ
も
の
」　

内�

容　
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
お

む
す
び
こ
ろ
り
ん
」・
工
作

「
か
ぼ
ち
ゃ
の
ミ
ニ
バ
ッ
グ
」・

本
の
紹
介
な
ど

テ
ー
マ
展
示

い
ざ
、
読
書　

　

１０
月
２７
日
～
１１
月
９
日
は
、
読

書
週
間
で
す
。

　
（
公
社
）
読
書
推
進
運
動
協
議

会
が
推
薦
す
る
本
や
、
本
の
エ
ッ

セ
イ
、
読
書
日
記
、
読
書
法
な
ど

の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

秋
！ 

お
い
し
い
ご
は
ん　
　

　

１０
月
１０
日
は
、「
南
魚
沼
市
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
日
」
で
す
。
つ
や
つ

や
と
輝
く
お
い
し
い
新
米
が
食
卓

に
並
び
始
め
る
こ
ろ
で
す
ね
。
レ

シ
ピ
本
な
ど
、
お
米
に
関
係
す
る

本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
７
月
か

ら
始
ま
っ
た
「
南
魚
沼 

本マ

気ジ

丼ド
ン

」

の
冊
子
も
貸
出
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言　

　

南
魚
沼
市
は
、
昨
年
１０
月
１
日

に
、「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
、
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
本
を
集
め
ま

し
た
。
ま
た
、「
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
」

に
は
、
サ
ッ
カ
ー
・
テ
ニ
ス
・
ラ

ン
ニ
ン
グ
・
山
登
り
な
ど
の
雑
誌

を
そ
ろ
え
、
最
新
情
報
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
気
温
が
下
が
り
、

過
ご
し
や
す
い
こ
の
季
節
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

紙
芝
居
の
世
界

楽
し
い
紙
芝
居
は
じ
ま
る
よ
～

　

優
し
い
く
ま
さ
ん
の
お
話
「
お

お
き
な
く
ま
さ
ん
」
な
ど
の
紙
芝

居
を
上
演
し
ま
す
。
ほ
か
の
演
目

は
、
当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。

日
時　
１１
月
５
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

出
演　
新
潟
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会

対�

象　
幼
児
～

　
（
大
人
も
楽
し
め
ま
す
）

定
員　
５０
人

　
（
無
料
・
申
込
み
不
要
）

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

対�

象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か
、
ど
な
た
で
も

絵
本
の
へ
や

　

絵
本
の
へ
や
で
は
、
乳
幼
児
向

け
の
楽
し
い
絵
本
を
毎
回
用
意
し

て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日 

　

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分　

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

内�

容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊

び
・
絵
本
・
紙
芝
居
・
読
み
聞

か
せ
な
ど

対
象　
０
歳
～
入
園
前
の
幼
児

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

９
月
１５
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

２
０
０
冊
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

次
回
、
大
和
図
書
室
は
１０
月
２０
日

㈭
の
予
定
で
す
。

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

タ
オ
ル
人
形
を
つ
く
ろ
う
！

　

ふ
わ
ふ
わ
か
わ
い
い
人
形
を
ハ

ン
ド
タ
オ
ル
で
作
り
ま
す
。

日
時　
１０
月
２８
日
㈮

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分　

会
場　
大
和
公
民
館

内�
容　
手
袋
人
形
・
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
（
紙
人
形
劇
）「
ま
ん
ま
る

南魚沼市 　��月～金9：30 ～20：00（土日日祝19：00まで）　
休館：6日㈭、20日㈭（図書整理日）

大　和 　��☎777－4671　火～日日祝9：00～19：00�
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）

塩　沢 　����☎782－0100　9：00 ～20：00（月土日日祝は
17：00まで）

みんなの図書館
【申込み・問合せ】�南魚沼市図書館
� ☎773－667710月の開館日時

ち
ゃ
ん
」・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
・
工
作

な
ど

対
象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

「
ポ
ッ
コ
リ
お
な
か
解
消
法
」

美
腸
ダ
イ
エ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ

�

齊
藤
早
苗
講
演
会

美
し
さ
の
秘
訣
は
、
腸
に
あ
り
！

　
「
ポ
ッ
コ
リ
お
な
か
を
凹
ま
せ

た
い
」、
腸
の
調
子
を
整
え
て
便

秘
を
解
消
し
、
健
康
的
な
美
し
さ

を
手
に
入
れ
ま
せ
ん
か
。
全
国
で

活
躍
す
る
市
内
出
身
の
イ
ン
ナ
ー

美
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

齊
藤
早
苗

さ
ん
が
効
果
抜
群
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
教
え
ま
す
。

日
時　
１０
月
２９
日
㈯ 

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
２０
歳
以
上
の
女
性

費
用　
無
料
（
要
申
込
み
）

定
員　
７０
人
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「リコーダー教室」後期募集
　初心者や親子で楽しみたい人も大歓迎！ みんなで
演奏する楽しさを体験してみよう。
期�　間　10月6日～平成29年3月の毎木曜日 
時�　間　 ビギナーズリコーダークラブ  18：15 ～ 19：15、
　　　　 リコーダー教室  19：30 ～ 21：00
対　象　小学3年生以上
参�加費　7,000円（高校生以下

4,000円、親子8,000円）
締�切り　10月4日㈫
※ 参加費を添えて市民会館に

お申し込みください

南魚沼市民会館
開館8：30 ～ 17：15

10月の休館：3日㈪、11日㈫、17日㈪、24日㈪、31日㈪
☎773－5500　FAX 772－8161
URL http：//www.6bun.jp/kaikan/

第2期　心躍る絵画展
期　間　11月21日㈪まで
　わくわく・ドキドキするような作品を展示。

棟方志功アートステーション

［ＪＲ六日町駅1階]　☎770－1173 ￥  一般500円／小中高250円
URL http：//www.m-uonuma.jp/m-artstation/

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30まで）
10月は毎日開館します

常設展 　~彫る�摺
す

る�画
か

く~「棟方志功の世界」
企画展 　期　間　11月6日㈰まで

「ピカソ展　知られざる最高傑作」　時代ごとに作風が
変わる画家ピカソの「青の時代」と「バラ色の時
代」の銅版画9点を展示中。写実的かつ緻密な描画
で、天才的な才能が分かります。

「点と線の描写力」　織田廣喜、西村龍介、福井良之助
の石版画や銅版画20点を展示中。

企画展  版画と写真展
期　間　11月28日㈪まで
　［10月8日㈯～ 16日㈰は、写真展を休みます］
　旧塩沢町出身の版画家 片桐昌成さんと、フォトデ
ザイナー 桑原健さんの2人展。

同時開催  和のキルト展
期　間　10月8日㈯～ 16日㈰
特設会場　鈴木牧之記念館と㈱中島屋〔4分区〕
料　金　特設2会場共通券　500円
　　　　（前売り券は400円、販売中）
※ 13日㈭ 15：00 ～、「丹美与着物リメイクファッショ

ンショー」を開催

キルト浪
ろ

漫
まん

　菊池登美子作品展
期　間　10月11日㈫まで
　海外でも評価されている小千谷市在住の菊池登美子
さん。未発表・新作作品も展示しています。

野上公平遺作展　石と木の彫刻宇宙
期　間　10月15日㈯～ 11月8日㈫
　1986年に二科展で特選を受賞し、昨年亡くなられ
た市内出身の彫刻家・野上公平さんの遺作展。初期の
木彫作品から代表作の石彫作品などを展示します。

池田記念美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

10月の休館：毎週水曜日、13日㈭、14日㈮
☎780－4080　FAX 777－3815　URL http：//www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下（無料）

富岡惣一郎　Bird eye ～空から描く～
期　間　12月5日㈪まで
「川上四郎原画展」を同時開催 　［11月15日㈫まで］
　懐かしい日本の原風景をご覧ください。

ジュニア学芸員鑑賞ガイド
  城内中学校生徒が解説
日　時　10月8日㈯　13：30 ～ 14：15

ラウンジ展 10月  観覧無料
城内さんぽ 　妙音寺・藤原地区のイラストを展示
市民ギャラリー 　北村美咲さんの「ペンアート」

トミオカホワイト美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

10月は毎日開館します
☎775－3646　FAX 775－3650　URL http：//www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

鈴木牧之記念館
開館9：00 ～ 16：30 

10月は毎日開館します
☎ ・ FAX 782－9860
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

☎783－4500　FAX 783－3388
URL http：//www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥ 一般500円／小中高250円

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30まで）
10月は毎日開館します

今泉記念館アートステーション

11月28日㈪まで市民は無料［10月8日㈯～ 16日㈰を除く］

11月15日㈫まで市民は無料
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す
。
こ
の
な
か
で
浄
源
塚
は
、
城
源
（
城

玄
）
塚
と
し
て
「
城
源
塚
は
、
大
き
さ
六

間
四
方
（
約
１１
メ
ー
ト
ル
四
方
）、
高
さ

八
尺
（
約
２
．４
メ
ー
ト
ル
）、
村
か
ら
申

の
方
角
（
南
南
西
）、
八
色
原
の
秣

ま
ぐ
さ

場ば

（
飼
料
刈
取
り
用
の
草
地
）
の
な
か
に
あ

る
。
城
源
と
い
う
人
の
墓
で
あ
る
と
伝
わ

る
。
城
源
は
、
城
玄
と
い
う
こ
と
も
あ

る
」
と
、
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
源
塚
は
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
い
く

つ
か
語
り
継
が
れ
て
お
り
、
名
称
の
由
来

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

伝
承
①

　

昔
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
浄
源
と
い
う
僧

侶
が
、
渇
き
に
苦
し
み
な
が
ら
働
い
て
い

た
村
人
を
見
て
、
井
戸
を
掘
る
こ
と
を
勧

め
ま
し
た
。
村
人
は
井
戸
を
掘
り
続
け
ま

し
た
が
、
水
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
浄
源
は
「
自
分
が
生
き
埋
め
と

な
り
勤
行
を
続
け
る
の
で
、
そ
の
上
に
塚

を
造
り
、
一
本
の
杉
を
植
え
て
欲
し
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
水
が
湧
き
だ
し
、
杉
の
木

は
道
し
る
べ
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
、
村
人

に
懇
願
し
ま
し
た
。
村
人
は
塚
を
造
り
、

杉
を
植
え
、
井
戸
を
掘
り
続
け
る
と
、
や

が
て
水
が
限
り
な
く
湧
き
出
て
き
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
塚
の
傍
ら
の
こ
の
井

戸
は
、
ど
ん
な
に
日
照
り
が
続
い
て
も
枯

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

伝
承
②

　

浄
源
は
「
自
分
が
亡
き
後
、
遺
灰
を
八

南
魚
沼
市
の
石
碑
⑫

「
徳
泉
碑
」〔
雷い

か

土づ
ち

（
浄
源
塚
）〕

建
立　
明
治
２８
年

　

浄
源
塚
は
、
水
無
川
扇
状
地
の
雷
土
字

八
色
原
に
あ
り
、
直
径
約
１３
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
２
メ
ー
ト
ル
の
塚
で
す
。
塚
の
上

に
は
樹
齢
３
０
０
年
以
上
（
平
成
３
年 

環
境
庁
調
査
）
と
も
い
わ
れ
る
老ろ

う

杉さ
ん

が
そ

び
え
て
い
ま
す
。
こ
の
老
杉
は
、
か
つ
て

は
八
色
原
の
道
し
る
べ
と
し
て
、
ま
た
そ

の
木
陰
は
休
息
の
場
と
し
て
、
農
民
や
往

来
す
る
人
び
と
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
塚
は
、
昭
和
５６
年
（
１
９
８
１

年
）
３
月
３０
日
に
旧
大
和
町
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
）

　

文
化
２
年
（
１
８
０
５
年
）、
当
時
の

雷
土
村
の
庄
屋
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
仮

名
文
風
土
記
書
上
帳
」
が
残
さ
れ
て
い
ま

色
原
の
真
ん
中
に
塚
を
造
っ
て
埋
め
、
そ

の
上
に
杉
の
木
を
一
本
植
え
て
欲
し
い
。

杉
の
木
に
自
分
の
魂
を
入
れ
大
木
に
な
る

の
で
、
旅
人
の
道
し
る
べ
や
木
陰
と
な
り

憩
い
の
場
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
遺
言

を
残
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
人
は

こ
の
遺
言
に
従
い
、
塚
を
造
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
承
③

　

村
々
の
地じ

境ざ
か
いの
争
い
が
起
き
な
い
よ

う
に
と
、
雷
土
村
と
大
浦
村
の
地
境
に
間け

ん

竿ざ
お

（
検
地
の
際
に
長
さ
を
測
る
た
め
に
使

わ
れ
た
竿
）
を
埋
め
、
塚
を
造
り
、
そ
の

上
に
杉
を
植
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
伝
承
は
、
今
と
な
っ
て
は
真

偽
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
で
語
り
続

け
ら
れ
た
伝
承
と
し
て
大
切
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
長
い
月
日
の
間
に
古
井
戸
は
、

い
つ
し
か
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

現
在
、
浄
源
塚
に
あ
る
古
井
戸
は
、
文

久
元
年
（
１
８
６
１
年
）
に
、
地
元
の
篤と

く

志し

家か

が
私
費
を
投
じ
て
、
水
の
少
な
い
こ

の
地
を
憂
い
、
村
人
や
旅
客
の
た
め
に

掘
っ
た
も
の
で
す
。
石
造
り
の
井
桁
が
残

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
文
久
元
歳
辛
酉

秋
」
な
ど
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
２８
年
（
１
８
９
５
年
）
に
、
井
戸

の
由
来
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
に
、

「
徳
泉
碑
」（
写
真 
石
碑
⑫
）
が
杉
の
傍

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�
☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�

あ
れ
こ
れ
47

ら
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
碑
銘
の
書
と
碑

文
は
、
尋
常
科
三
用
小
学
校
初
代
校
長
で

あ
っ
た
牛
木
勇
に
よ
る
も
の
で
す
。
碑
文

は
「
八
海
山
下
八
色
原
曠
原
土
地
髙
燥
無

水
傍
有
一
小
渓
（
以
下
略
）」
と
始
ま
り
、

文
久
に
掘
ら
れ
た
井
戸
に
つ
い
て
は
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
浄
源
の
伝
承
に
つ
い
て

は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

建
立
当
時
の
資
料
と
し
て
、
明
治
２８
年

１１
月
１１
日
に
、
当
時
の
六
日
町
警
察
署
に

石
碑
建
立
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
「
建
碑

御
許
可
願
」
の
控
え
文
書
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
石
碑
を
設
置
す
る
た
め
に
、

道
路
占
有
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
提
出
さ
れ
た

か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
考
資
料

越
後
国
魚
沼
郡
大
和
町
三
用
谷　

村
の
伝

説
（
桑
原
亮
川
著
）

南
魚
沼
郡
志

南
魚
沼
市
指
定
文
化
財
一
覧
表
（
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
よ
り
）

写真1　浄源塚の全景
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公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

ディスポート南魚沼
10月の休館日

3日㈪、17日㈪、24日㈪、
31日㈪

11月期　ベビーマッサージ教室

　油圧抵抗式マシンを使用し、どなたでも簡単に使い方を覚えられます。

ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会

日　時　10月16日㈰　12：00 ～ 13：30 　定　員　6人（事前の申込みが必要）
会　場　ディスポート南魚沼1階 トレーニングルーム
対　象　中学生以上   　申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物をご用意ください

受
講
料

会員 無　料

一般 200円

　赤ちゃんとママの肌のふれあいを体感！　※講師が赤ちゃんに直接触れることはありません

日　時　11月2日・9日・30日（全3回、いずれも水曜日）10：30 ～ 12：00
定　員　11組
会　場　ディスポート南魚沼3階 ミーティングルーム3
対　象　生後2か月～ハイハイ前の乳児とお母さん
申込み　ディスポート南魚沼（受付開始：10月5日㈬　9：00 ～）

受講料 3,080円

材料費 500円

◦受付は先着順で、定員に達し次第締め切ります
◦8：30から予備受付を行い、申込み開始時刻［9：00］に定員を超える場合は、その時点で締め切り、その場で抽選
◦教室の詳しい内容などは、参加者募集要項をご覧ください（不明な点は、スポパラ事務局まで）
◦日程は、都合で変更する場合があります
◦保険料は、受講料に含まれます

� 【問合せ・申込み】ディスポート南魚沼　☎773－6620　
　10月のナイター営業［17：00 ～ 22：00］は火曜日・水曜日のみで、10月26日㈬で終了します。昼間［9：00 ～
17：00］を含め、みなさんの利用をお待ちしています。

小栗山サンスポーツランド　テニスコート

スペシャルオリンピックス冬季世界大会出場選手の合同合宿
� 【問合せ】五日町観光協会　☎776－2032　
　来年の3月にオーストリアで開催される知的障がいがある
人のスポーツ大会「スペシャルオリンピックス冬季世界大
会」に出場する選手と役員の合同合宿が開催されます。この
合宿は、選手の団結を深めることが目的です。
期　　日　10月8日㈯～ 10日（月・祝）
※ 8日㈯ 午後と10日（月・祝）午前に市民との交流活動を予

定しています
会　　場　五日町スキー場、雪国スポーツ館
合宿内容　ハイキング、運動会など
※ 平成29年1月7日㈯～ 9日（月・祝）、2月11日（土・祝）～

13日㈪にも五日町スキー場などで冬季合宿を予定しています
合宿を手伝っていただけるボランティアと交流活動への参加者を募集しています
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【
問
合
せ
】
保
健
課

�
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

シ
リ
ー
ズ
が
ん
予
防
③［
最
終
回
］

検
診
結
果
か
ら
「
が
ん
予
防
」
を

考
え
よ
う

肺
が
ん
・
結
核
検
診　

平
成
27
年
度
の
検
診
結
果

　

受
診
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
精
密

検
査
の
受
診
率
も
１
０
０
％
に
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
精
密
検
査
の
受
診
者
か
ら
毎
年

が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

肺
が
ん
・
結
核
検
診
と
は

　

肺
が
ん
・
結
核
検
診
は
、
４０
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
、
肺
全
体
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

問
診
の
結
果
で
、
①
５０
歳
以
上
で
喫
煙

指
数
［
１
日
本
数
×
年
数
］
が
６
０
０
以

上
の
人
、
②
最
近
６
か
月
以
内
に
血
痰
の

あ
っ
た
人
、
③
重
ク
ロ
ム
酸
・
石
綿
な
ど

を
取
り
扱
う
仕
事
や
鉱
業
に
従
事
歴
が
あ

る
人
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

喀か
く

痰た
ん

検
査
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
喀
痰

検
査
は
、
肺
門
部
に
で
き
る
が
ん
を
見
つ

け
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
①
～
③

に
該
当
す
る
人
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
と
合
わ
せ
て
喀
痰
検
査
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

感
染
症
法
で
６５
歳
以
上
の
人
は
年
１
回

の
結
核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

肺
が
ん
・
結
核
検
診
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

若
い
う
ち
か
ら
年
に
１
回
は
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
習
慣
化

し
ま
し
ょ
う
。

肺
が
ん
・
結
核
検
診
に
関
す
る
よ
く
あ

る
質
問　

Ｑ
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
か
ら
、
検
診
は

何
年
か
ご
と
に
受
け
れ
ば
大
丈
夫
？

A

た
ば
こ
の
煙
に
は
多
く
の
発
が
ん
物

質
が
含
ま
れ
、
肺
が
ん
と
喫
煙
は
関
係

深
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
非
喫
煙

者
で
も
が
ん
は
発
症
し
ま
す
。
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
人
も
、
年
に
１
回
は
肺
が

ん
・
結
核
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

長
年
の
喫
煙
習
慣
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
発
症
す
る
と
咳
、
痰
、
息
切
れ
と

い
っ
た
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

Ｑ
肺
が
ん
・
結
核
検
診
の
精
密
検
査
は
、

ど
ん
な
検
査
を
す
る
の
？

A

Ｃ
Ｔ
検
査
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮
影

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
精
密
検
査
は
、

Ｃ
Ｔ
検
査
が
可
能
な
医
療
機
関
へ
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｑ
肺
の
病
気
で
定
期
的
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
ま
す
。
市
の
肺
が
ん
・
結

核
検
診
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？ 

A

定
期
的
に
肺
の
病
気
で
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
る
場
合
は
、
特
に
主
治
医

の
指
示
が
な
け
れ
ば
、
市
の
肺
が
ん
・

結
核
検
診
を
受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

発
症
と
現
状
　

　

た
ば
こ
の
煙
な
ど
の
有
害
物
質
を
長
期

に
吸
入
す
る
こ
と
で
、
気
道
や
肺
胞
に
炎

症
や
破
壊
が
起
こ
る
病
気
で
す
。
粉
じ
ん

や
有
害
物
質
も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
発
症
の
原
因
と

な
り
ま
す
が
、
第
一
の
要
因
は
た
ば
こ
の

煙
と
い
わ
れ
、
別
名
「
た
ば
こ
病
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
に
よ
っ
て
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
完
治
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
死
亡
者
数
は
年
々
と

増
加
し
て
お
り
、
平
成
２６
年
の
人
口
動
態

統
計
で
は
、
死
因
順
位
で
第
１０
位
（
男
性

は
８
位
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

症
状
　

　

咳
や
痰
、
動
作
時
に
呼
吸
困
難
の
症
状

が
起
こ
り
ま
す
。
病
気
が
進
行
す
る
と
少

し
歩
く
だ
け
で
も
息
切
れ
を
起
こ
し
、
日

常
生
活
を
困
難
に
し
ま
す
。
ま
た
、
常
時

酸
素
吸
入
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る

た
め
、
初
期
段
階
で
は
症
状
を
自
覚
し
に

く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
発
症
の
予
防
の
た
め
に
は
、

最
大
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
喫
煙
を
止
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
内
に
も
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る

「
禁
煙
治
療
」
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関

が
あ
り
ま
す
。
禁
煙
を
望
む
人
は
、
ま
ず

は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
課
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

年度 H25 H26 H27

受 診 者 数
 （人） 7,805 7,318 7,336

要精密検査者
数 （人） 133 216 191

精 密 検 査
受 診 率 93.2％ 88.4％ 95.3％

が ん 発 見 数
 （人） 6 8 3

　

が
ん
は
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

治
療
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
積

極
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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【
問
合
せ
・
申
請
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

対
象
者
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
予
診
票
兼
接
種
券
」
を
、
９
月
末
に
送

付
し
ま
し
た
。

　

予
防
接
種
を
希
望
し
、
市
の
助
成
を
受

け
る
に
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
診
票
兼
接
種
券
」
が
必
要
で
す
。

※ 

こ
の
予
防
接
種
は
個
人
の
予
防
が
主
な

目
的
で
、
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん

接�

種
期
間　
１０
月
１
日
㈯
～
平
成
２９
年
１

月
３１
日
㈫
（
期
間
後
に
接
種
券
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
）

　

接
種
後
に
抵
抗
力
が
つ
く
期
間
を
考
慮

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
（
通
常

１
月
～
２
月
ご
ろ
）
に
効
果
が
あ
る
よ
う

に
期
間
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

◦ 

接
種
す
る
日
に
６５
歳
以
上
の
人
（
昭
和

２７
年
２
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

◦ 

接
種
す
る
日
に
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
で
、

①
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に

日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
が
い
が
あ
る
人
、
②
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

が
い
が
あ
る
人

自
己
負
担
額　
１
，６
２
０
円

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部�

地
域
保
健
課　

�

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
講
座

精
神
障
が
い
者
と
と
も
に
生
き
る

　

精
神
保
健
福
祉
や
精
神
障
が
い
者
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　
「
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
育
成
し
、

精
神
障
が
い
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

日
時
［
第
１
回
目
］　
１０
月
２９
日
㈯

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

会
場　
地
域
伝
承
館 

夢
草
堂

　
〔
天
王
町
（
浦
佐
）〕

講
師　
魚
沼
基
幹
病
院 

精
神
科

　

菊
地 

佑
医
師

内�

容　

精
神
疾
患
に
関
す
る
基
礎
知
識
、

精
神
障
が
い
者
と
と
も
に
生
き
る
人
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
就
労
支
援
施
設

「
工
房
と
ん
と
ん
」
の
見
学

日
時
［
第
２
回
目
］　
１１
月
７
日
㈪

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

会
場　
魚
野
の
家
う
ら
さ

　
〔
富
町
（
浦
佐
）〕

内�

容　
魚
野
の
家
う
ら
さ
の
見
学
、
利
用

者
と
の
交
流

締
切
り　
１０
月
２６
日
㈬

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

受付・診療時間 　午前：月曜～土曜　〔受付〕8：30 ～ 11：30　〔診療〕9：00 ～
 午後：月曜～金曜　第1土曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
◎�城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。送迎希望は、電話か窓口でお申
し込みください。（送迎は午前中のみ）

1日 2日
堀　内 休診

3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日
髙　橋
田　中 福本 寺田

福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休診

10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日

休診（祝日） 福本 寺田
福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 髙橋 休診 休診

17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日
髙橋
田中 田中 福本 寺田

福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休診

24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日
髙橋
田中 田中 福本 寺田

福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休診

31日
※15日㈯は、髙橋所長の診療となります髙橋

田中 田中

10月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
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【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局　

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
０　

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程
～

９
月
定
例
会
【
一
般
質
問
】 

　
「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
９
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

放
送
予
定
議
員

（ 

質
問
順
位
、
敬
称
略
、
１０
月
３

日
㈪
か
ら
放
送
予
定
）

田
村
眞
一
、
桑
原
圭
美
、

勝
又
貞
夫
、
中
沢
一
博
、

阿
部
久
夫
、
寺
口
友
彦
、

佐
藤　

剛
、
牧
野　

晶
、

岡
村
雅
夫
、
中
沢
俊
一
、

若
井
達
男

　

ラ
ジ
オ
放
送
終
了
後
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
一
般
質
問
の
音

声
を
、
議
事
録
公
開
時
ま
で
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
南
魚
沼

市
議
会
」
の
ペ
ー
ジ
に
進
ん
で

く
だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

の
交
付

　

次
に
該
当
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用

券
が
必
要
な
人
は
、
対
象
の
手
帳

（
重
複
の
場
合
は
す
べ
て
）
を
持

参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対�
象　
市
内
に
住
所
が
あ
る
自
動

車
の
運
転
が
で
き
る
障
が
い
者

で
、
次
の
手
帳
を
持
ち
①
か
②

に
該
当
す
る
人

◦
身
体
障
が
い
者
手
帳（
１
～
４
級
）

◦
療
育
手
帳

◦
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

① 

７５
歳
以
上
で
冬
期
間
（
１２
月
～

翌
年
３
月
）
に
、
自
動
車
の
運

転
が
で
き
な
い
人

② 

人
工
透
析
の
治
療
者
で
体
調
不

良
の
た
め
、
自
動
車
の
運
転
が

で
き
な
い
人

※ 

人
工
透
析
等
通
院
費
助
成
の
受

給
者
と
、
自
ら
車
の
運
転
を
行

わ
ず
、
す
で
に
交
付
を
受
け
て

い
る
人
を
除
く

交
付
枚
数　
１
人
１０
枚

有
効
期
限　
交
付
さ
れ
た
年
度
内

申�

請
窓
口　

福
祉
課 

障
が
い
福

祉
係
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン

タ
ー

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課�

高
齢
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

緊
急
通
報
装
置
の
貸
与

　

高
齢
者
の
急
病
な
ど
、
緊
急
時

に
対
応
す
る
た
め
、
緊
急
通
報
装

置
を
貸
与
し
ま
す
。

　

装
置
は
、
救
急
ボ
タ
ン
、
相
談

ボ
タ
ン
、
火
災
セ
ン
サ
ー
（
台

所
）、
人
感
セ
ン
サ
ー
（
２４
時
間

見
守
り
）、
電
話
で
の
安
否
確
認

（
月
１
回
）
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
人
は
、
世
帯
状
況

や
心
身
・
生
活
状
況
が
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

世
帯
状
況

① 

お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し

② 
寝
た
き
り
な
ど
、
重
度
の
介
護

を
要
す
る
人
が
い
る
高
齢
者
の

み
の
世
帯

③ 

重
度
身
体
障
が
い
者
の
一
人
暮

ら
し
な
ど
、
①
と
②
に
準
ず
る

世
帯

心
身
・
生
活
状
況

① 

発
作
が
起
き
る
よ
う
な
疾
病
が

あ
る

② 

体
調
や
気
持
ち
が
不
安
定
で
、

た
び
た
び
の
受
診
や
見
守
り
が

必
要

③ 

物
忘
れ
や
注
意
力
の
低
下
が
あ

り
、
火
災
や
事
故
が
発
生
す
る

心
配
が
あ
る

④ 

隣
家
が
遠
い
、
近
所
づ
き
あ
い

が
な
い
な
ど
、
緊
急
時
の
発
見

が
遅
く
な
る
可
能
性
が
高
い

⑤ 

自
分
で
電
話
を
か
け
ら
れ
な
い

な
ど
、
緊
急
時
の
連
絡
手
段
が

な
い

⑥ 

そ
の
他
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ

る
状
況
に
あ
る

料
金　
１
か
月
４
０
０
円

申�

込
み　
福
祉
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー

※ 

認
知
症
な
ど
で
装
置
の
操
作
が

難
し
い
人
に
は
、
貸
与
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
『
消
費
生
活
』

無
料
法
律
相
談

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
件
約
３０
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す

日
時　
１０
月
２７
日
㈭

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館

　

１
階 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み
な

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

体
育
施
設
の

利
用
団
体
調
整
会
議

大
和
地
域

会
場　
大
和
公
民
館
２
階

　

大
会
議
室

対�

象
施
設　
大
和
地
域
の
体
育
施

設
塩
沢
地
域

会
場　
塩
沢
公
民
館
１
階 

講
堂

対�

象
施
設　
塩
沢
地
域
の
体
育
施

設
共
通
事
項

日
時　
１０
月
１２
日
㈬

　

午
後
７
時
～

調�

整
期
間　
１２
月
１
日
㈭
～

　

平
成
２９
年
３
月
３１
日
㈮

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲

板
示
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【
問
合
せ
】
子
育
て
支
援
課�

　
こ
ど
も
家
庭
支
援
班

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

１０
月
は
児
童
手
当
・

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す 

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
、
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

振
込
日　
１０
月
１２
日
㈬

対
象
月　
６
月
～
９
月
分

児
童
手
当
の
支
給
額

３
歳
未
満
の
児
童

一
律
１
５
，０
０
０
円

３
歳
～
小
学
６
年
生
の
児
童

第
１
・
２
子
：
１
０
，０
０
０
円

第
３
子
以
降
：
１
５
，０
０
０
円

中
学
生

一
律
１
０
，０
０
０
円

特
例
給
付

一 

律
５
，０
０
０
円
（
所
得
制
限

限
度
額
超
過
の
受
給
者
に
支

給
）

※ 

す
べ
て
児
童
一
人
当
た
り
の
月

額
。
現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、

支
給
停
止
と
な
り
ま
す

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
選
挙
管
理
委
員
会

�

☎
７
７
３

－

６
４
３
４

南
魚
沼
市
長
・
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

１１
月
２０
日
投
票
予
定
の
市
長
選

挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
立

候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

出
席
者
は
一
候
補
者
あ
た
り
２

人
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　
１０
月
２０
日
㈭

会�

場　
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会

時
間　
午
前
１０
時
～

市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明

会時
間　
午
後
１
時
３０
分
～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
市
選
挙
管
理
委
員
会

�

☎
７
７
３

－

６
４
３
４

南
魚
沼
市
長
・
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
投
票
所
の
立
会
人

募
集

　

１１
月
２０
日
投
票
予
定
の
南
魚
沼

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
所

期�

日　

１１
月
１４
日
㈪
～
１９
日
㈯

（
複
数
日
可
）

　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

立�

会
投
票
所　
本
庁
舎
、
大
和
・

塩
沢
庁
舎
、
南
魚
沼
市
図
書
館

募
集
人
数　
４２
人
以
内

報
酬　
１
日
９
，５
０
０
円

当
日
投
票
所

日
時　
１１
月
２０
日
㈰

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

立�

会
投
票
所　
自
分
の
投
票
す
る

投
票
所

募
集
人
数　
各
投
票
所
２
人

報
酬　
１
０
，７
０
０
円

共
通
事
項

資�

格　
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
候
補
者
な
ど
で
な
い
人

募�

集
期
間　
１０
月
３
日
㈪
～

　

１１
日
㈫

※ 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

食
事
・
交
通
費
は
自
己
負
担
で

す
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
６

「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

～
秘
密
厳
守
～

　

義
務
教
育
終
了
か
ら
３９
歳
ま
で

の
困
難
を
抱
え
た
若
者
へ
の
支
援

と
し
て
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

対�

象　

市
内
在
住
の
発
達
障
が

い
・
不
登
校
・
ニ
ー
ト
・
ひ
き

こ
も
り
な
ど
で
お
悩
み
の
若
者

と
そ
の
家
族

日
時　
１０
月
２７
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
１
階 

相
談
室

締
切
り　
１０
月
２５
日
㈫

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相
談

に
、
随
時
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
】

　
建
設
課�

維
持
管
理
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集

　

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
５
月
～
１０
月

の
毎
月
第
４
土
曜
日
に
１
時
間
程

度
、
六
日
町
大
橋
付
近
の
河
川
敷

で
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
最
後

の
作
業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

注�

意
事
項　
傷
害
保
険
な
ど
の
加

入
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
責
任

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

10
月
の
活
動　
１０
月
２２
日
㈯

　

 

午
前
６
時
～
、
六
日
町
大
橋
の

下
集
合
（
坂
戸
側
）

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ひ
ろ
げ
よ
う�

長
寿
社
会
へ�

無
事
故
の
輪
」

実
施
期
間　
１０
月
１
日
㈯
～

　

３１
日
㈪

運
動
の
基
本　
歩
行
者
の
保
護

運
動
の
重
点

◦ 

道
路
横
断
時
の
安
全
確
認
の
徹

底
◦
夜
光
反
射
材
の
活
用

◦ 

車
両
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯
と

上
下
向
き
の
こ
ま
め
な
切
替
え

　

高
齢
者
の
歩
行
中
の
交
通
事
故

は
、
午
後
４
時
～
８
時
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
夜
間
の
歩
行
に

は
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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【
問
合
せ
】
廃
棄
物
対
策
課�

�
☎
７
８
２

－

０
３
３
９

３
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

「
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
」

　

１０
月
は
、
３
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
間
で
す
。
３
Ｒ
と
は
、
次
の
３

つ
の
単
語
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言

葉
で
す
。

Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　
「
買
物
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

し
て
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
」

「
使
い
捨
て
商
品
で
な
く
、
詰
め

替
え
商
品
を
選
ぶ
」
な
ど
。
ご
み

を
出
さ
な
い
、
ご
み
を
減
ら
す
。

Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
）

　
「
壊
れ
た
ら
修
理
を
し
て
、
物

を
大
切
に
長
く
使
う
」「
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
」
な
ど
。

使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使
う
。

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　
「
ご
み
を
正
し
く
分
別
す
る
」

「
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
使
用
す
る
」

な
ど
。
使
え
な
く
な
っ
た
も
の
は

再
資
源
化
す
る
。

環
境
に
優
し
い
循
環
型
社
会
を
め

ざ
し
て
、
ご
み
の
減
量
化
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】　

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー　

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

若
者
支
援
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」

　
「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
感

じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、
交
流
す
る

楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

対�

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
３９
歳
の
人

日
時　
１０
月
２０
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階 

音
楽
室

講�

師　
川
島
崇
照
さ
ん
（
川
島
崇

照
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

オ
フ
ィ
ス
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

参
加
者
の
感
想

　
「
自
分
が
思
っ
て
い
る
自
分
と
、

他
人
か
ら
見
た
自
分
が
違
っ
て
い

て
、
そ
れ
が
お
も
し
ろ
い
」
と
話

し
て
い
た
人
が
い
て
、
本
当
に
そ

う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－
６
６
１
１

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３

－
６
６
３
２

メ�

ー
ル
：ikusei-shien@city.

minamiuonuma.lg.jp

三
条
サ
ポ
ス
テ
出
張

若
者
の
た
め
の
「
働
く
」
講
座

　

仕
事
に
つ
い
て
「
働
い
た
こ
と

が
な
い
」「
長
続
き
し
な
い
」「
選

び
方
が
分
ら
な
い
」
な
ど
、
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

対�

象　
市
内
・
湯
沢
町
に
在
住
の

義
務
教
育
終
了
～
３９
歳
の
「
働

く
」
こ
と
に
悩
む
人

日�

時　
１１
月
１
日
㈫
・
１５
日
㈫

　
（
２
回
参
加
が
原
則
）

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

会�
場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
ば

内�

容　
職
業
興
味
診
断
、
南
魚
沼

の
仕
事
事
情

※ 

終
了
後
に
、
個
別
相
談
を
予
定

講�

師　
三
条
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長

�

佐
藤 
道
代
さ
ん

締
切
り　
１０
月
２５
日
㈫

定
員　
１０
人（
達
し
次
第
締
切
り
）

申�

込
み　
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３

－

６
６
３
２

メ�

ー
ル
：ikusei-shien@city.

minamiuonuma.lg.jp

若
者
の
た
め
の
職
場
見
学

「
ユ
リ
栽
培
農
家
と

�

農
畜
産
物
直
売
所
」

　
「
働
く
」
こ
と
に
悩
む
若
者
を

対
象
に
、
職
場
見
学
を
開
催
し
ま

す
。

　

今
回
は
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
（
ユ

リ
）
の
栽
培
農
家
と
、
そ
の
切
り

花
な
ど
の
地
場
産
品
を
取
り
扱
う

直
売
所
を
見
学
し
ま
す
。

　

特
産
品
の
生
産
・
販
売
の
拡
大

に
情
熱
を
傾
け
る
人
た
ち
か
ら
、

お
話
を
伺
い
ま
す
。

対�

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
３９
歳
の
「
働
く
」
こ
と
に

悩
む
人

日
時　
１０
月
２５
日
㈫

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

集
合
場
所　
あ
ぐ
り
ぱ
ー
く
八
色

　
〔
天
王
町
（
浦
佐
）〕

定
員　
１０
人（
達
し
次
第
締
切
り
）

締
切
り　
１０
月
１７
日
㈪

申�
込
み　
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。（
見
学
先
へ
の
就

職
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
問
合
せ
】
消
防
本
部

　
消
防
庶
務
課�

消
防
団
係　

�

☎
７
８
２

－

０
８
６
０

南
魚
沼
市
消
防
団

秋
季
連
合
消
防
演
習
を
実
施

　

南
魚
沼
市
消
防
団
で
は
、
３
方

面
隊
合
同
の
秋
季
連
合
消
防
演
習

を
行
い
ま
す
。
演
習
を
見
学
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
１０
月
１６
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

会
場　
大
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

 （
雨
天
時
は
、
同
中
学
校
体
育

館
）

※ 

当
日
は
午
前
７
時
に
、
市
内
全

域
で
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま

す
。
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
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【
問
合
せ
】　

　
社
会
教
育
課�

生
涯
学
習
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　

子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）

を
ひ
ろ
げ
よ
う
！ 
お
住
ま
い
の

地
域
以
外
の
会
場
に
も
気
軽
に
参

加
し
て
ね
。
初
め
て
や
里
帰
り
、

上
の
子
を
連
れ
た
人
も
大
歓
迎
！

大
巻
地
区
第
２
回

「
そ
だ
ち
学
級
」

日
時　
１０
月
１５
日
㈯

　

午
前
１０
時
～
１１
時
２０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
４５
分
～
）

会
場　
大
巻
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内�

容　
「
親
子
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」。

体
を
動
か
す
遊
び
や
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
を
行
い
ま
す
。（
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
風
の
服
な
ど
大
歓
迎
）

五
十
沢
地
区
第
３
回

「
そ
だ
ち
学
級
」

日
時　
１０
月
２２
日
㈯

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会�

場　

五
十
沢
地
域
開
発
セ
ン

タ
ー　

内�

容　
「
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
お

絵
か
き
」。
手
形
ス
タ
ン
プ
な

ど
を
使
っ
て
、
大
き
な
紙
に
み

ん
な
で
お
絵
か
き
し
ま
す
。

持
ち
物　
タ
オ
ル

共
通
事
項

対�

象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者
・

祖
父
母
な
ど

料
金　
１
人
１０
円
（
保
険
料
）

申�

込
み　
不
要
（
動
き
や
す
い
服

装
で
直
接
会
場
ま
で
）

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
！

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部�

警
防
課�

救
急
係

�
☎
７
８
２

－

５
３
３
１

普
通
救
命
講
習
会　

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
応
急

手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
？ 

心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
扱
い
な
ど
、
実

技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
１１
月
１３
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

会
場　
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
員　
３０
人
程
度

費
用　
無
料

※ 

受
講
者
に
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。
実
技
の
で
き
る
服
装
で
お

こ
し
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

☎
０
２
５
８

－

３
７

－

６
１
１
０

［
労
働
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
］

出
張
労
働
相
談
会

　
「
突
然
、
解
雇
す
る
と
言
わ
れ

た
」「
パ
ワ
ハ
ラ
で
悩
ん
で
い
る
」

な
ど
、
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
、
労
働
相
談
所
職
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
予
約

不
要
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
１０
月
２０
日
㈭

　

正
午
～
午
後
４
時

会
場　
塩
沢
公
民
館
２
階　

　

視
聴
覚
室

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
☎
７
７
３

－

６
９
１
１

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

期�

日　
１１
月
６
日
㈰
・
１２
日
㈯
・

１３
日
㈰
（
全
３
日
間
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
塩
沢
公
民
館

費�

用　

３
，２
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

※ 

別
に
８２
円
切
手
を
貼
っ
た
封
筒

が
必
要

定
員　
３０
人
（
先
着
順
）

締
切
り　
１０
月
２８
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

救
急
法
修
了
者
で
、
南
魚
沼
市
赤

十
字
安
全
奉
仕
団
で
ご
活
動
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
塩
沢
公
民
館

�

☎
７
８
２

－

０
１
０
０

高
齢
者 

趣
味
の
作
品
展

～
作
品
募
集
～

対
象　
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上

募�

集
作
品　

生
花
・
陶
芸
・
書

道
・
手
芸
・
絵
画
・
盆
栽
・
竹

わ
ら
細
工
ほ
か
（
絵
画
と
書
の

部
門
の
み
１
人
２
点
以
内
）

出
品
料　
無
料

締
切
り　
１０
月
１７
日
㈪

作
品
展
開
催

搬
入　
１０
月
２９
日
㈯

　

午
前
９
時
～
１１
時

日�

時　

１０
月
２９
日
㈯ 

午
後
１
時

～
４
時
３０
分
、
３０
日
㈰ 

午
前

９
時
～
午
後
４
時
３０
分
、
３１
日

㈪ 

午
前
９
時
～
正
午

会
場　
塩
沢
公
民
館 

講
堂
・

　

ロ
ビ
ー　

入
場　
無
料

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
塩
沢
公
民
館

�

☎
７
８
２

－

０
１
０
０

第
３７
回 

塩
沢
美
術
展

～
作
品
募
集
～

募�

集
作
品　

絵
画
・
版
画
・
彫

刻
・
工
芸
・
書
道
・
写
真
ほ
か

（
１
部
門
１
人
２
点
以
内
）

出�

品
料　
一
般
１
部
門
１
点
５
０

０
円
、
高
校
生
以
下
１
部
門
１

点
３
０
０
円
（
２
点
目
は
プ
ラ

ス
１
０
０
円
）

作
品
展
開
催

受
付
・
搬
入　
１１
月
２
日
㈬

　

午
後
４
時
～
６
時
３０
分

日�

時　
１１
月
３
日（
木
・
祝
）～

　

１１
月
６
日
㈰　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
で
終
了

会
場　
塩
沢
公
民
館 

講
堂

入
場　
無
料
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
農
林
課�
農
業
振
興
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
３

電
気
柵
を
活
用
し
た

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
研
修
会

　

サ
ル
な
ど
の
鳥
獣
被
害
対
策
と

し
て
、
電
気
柵
の
導
入
を
考
え
る

行
政
区
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
１０
月
２０
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

会�

場　
本
庁
舎
２
階 

小
会
議
室
、

柄
沢
区
（
現
地
）

内�

容　
専
門
講
師
に
よ
る
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
講
義
、
電
気
柵
を

導
入
済
み
の
行
政
区
視
察
、
電

気
柵
設
置
体
験
、
質
疑
応
答

講�

師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
ワ
イ
ル

ド
ラ
イ
フ
リ
サ
ー
チ
会
長 

山

本
麻
希
さ
ん
ほ
か

締
切
り　
１０
月
１１
日
㈫

※ 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お

こ
し
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課�

�

☎
７
７
７

－

３
１
１
８

１０
月
は
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ

強
調
月
間
で
す

　

新
潟
県
で
は
「
深
め
よ
う　

絆　

に
い
が
た
県
民
会
議
」
と
と
も
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
県
民

運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
１０
年
目
の
今
年
は
、
１１
月

１５
日
㈫
に
「
深
め
よ
う 

絆 

県
民

の
集
い
」
が
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ 

新

潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
〔
新
潟
市

中
央
区
〕
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
の
各
学
校
で
は
「
い
じ
め

見
逃
し
ゼ
ロ
ス
ク
ー
ル
集
会
」
な

ど
を
開
催
し
、
取
組
み
の
強
化
・

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

�

大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

�

☎
７
７
７

－

３
１
１
１

地
域
包
括
ケ
ア
研
修
会

　

他
の
地
域
よ
り
も
市
内
に
は
腎

臓
病
患
者
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
腎
臓
病
に
つ
い
て
介
護
を

含
め
た
実
態
を
知
り
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
１０
月
２６
日
㈬

　

午
後
７
時
～
８
時
３０
分

会
場　
大
和
庁
舎
３
階 

会
議
室

内�

容　
腎
臓
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

と
透
析
患
者
の
介
護
に
つ
い
て

※
意
見
交
換
会
も
実
施
し
ま
す

情�

報
提
供
者　
萌
気
園
浦
佐
診
療

所
院
長 

黒
岩 

巌
志
さ
ん
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色
園 

湯
本
ひ
と
美
さ
ん
、
保
健
課 

保
健
師

※ 

申
込
み
不
要
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い

主�

催　
南
魚
沼
市
地
域
包
括
ケ
ア

連
絡
協
議
会

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課�

生
涯
学
習
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
０

し
ゃ
く
な
げ
学
級

合
同
発
表
会

　

し
ゃ
く
な
げ
学
級
（
中
央
公
民

館 

高
齢
者
学
級
）
の
作
品
展
示

と
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日�

時　

１０
月
１４
日
㈮ 

午
前
９
時

３０
分
～
午
後
３
時
３０
分

会�

場　

市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー

ル
・
ロ
ビ
ー
・
ホ
ワ
イ
エ

入
場　
無
料

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー

ル

�

☎
７
７
２

－

４
５
５
４

１１
月
開
講
コ
ー
ス

受
講
生
募
集

コ
ー
ス　
第
１
種
電
気
実
技

期�

間　
１１
月
１
日
～
１２
月
１
日
の

毎
火
・
木
曜
日

時
間　
午
後
６
時
３０
分
～

　

９
時
３０
分

　

受
講
料
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 
中
小
企
業
研
修
受
講
料
補
助

金
」
に
該
当
し
ま
す

【
問
合
せ
】
大
和
公
民
館

�

☎
７
７
７

－

４
６
７
１

「
さ
わ
ら
び
」
音
楽
祭

　

今
年
で
２６
回
目
と
な
る
魚
沼
地

域
の
音
楽
愛
好
者
に
よ
る
音
楽
祭

で
す
。
コ
ー
ラ
ス
、
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
吹
奏
楽
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど
、
身
近
な

人
や
中
・
高
校
生
の
心
が
こ
も
っ

た
歌
や
演
奏
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

日
時　
１０
月
１６
日
㈰

　

午
後
１２
時
３０
分
～

　
（
開
場
：
正
午
）　

会�

場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

「
さ
わ
ら
び
」

入
場　
無
料
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
農
業
委
員
会　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
４

「
女
性
農
業
者
と
の
交
流
会
」

参
加
者
募
集

　

市
内
で
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
女
性
を
対
象
に
、
中
越
地
震
か

ら
復
興
し
た
長
岡
市
山
古
志
地
区

の
農
業
視
察
と
、
参
加
者
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

対�

象　
市
内
在
住
の
農
業
に
関
わ

る
女
性

日
時　
１１
月
９
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

視
察
先　
長
岡
市
山
古
志
地
区

交�

流
会
場　
農
家
民
宿
「
山
古
志

百
姓
や
三
太
夫
」

費
用　
２
，０
０
０
円

　
（
昼
食
代
な
ど
。
当
日
集
金
）

定
員　
２５
人（
達
し
次
第
締
切
り
）

締
切
り　
１０
月
２０
日
㈭

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社�

　
新
潟
支
社�

安
全
企
画
室

�

☎
０
２
５

－

２
４
８

－

５
１
８
１

上
越
新
幹
線 

夜
間
～
早
朝

訓
練
列
車
運
転 

　

災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
の

早
期
復
旧
と
安
全
作
業
の
確
立
を

図
る
た
め
に
、
夜
間
～
早
朝
に
訓

練
列
車
を
運
転
し
ま
す
。

日�

時　

１０
月
２０
日
㈭ 

午
後
１０
時

３０
分
ご
ろ
～
２１
日
㈮ 

午
前
５

時
ご
ろ

区�

間　

上
越
新
幹
線 

新
潟
新
幹

線
車
両
基
地
〔
新
潟
市
〕
～
越

後
湯
沢
駅
間
［
上
下
１
往
復
］

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
地
域
整
備
部�

計
画
調
整
課

�
☎
７
７
２

－

３
９
７
５

土
木
フ
ェ
ア

　
「
八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
」
の

会
場
で
、
土
木
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

　

地
域
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
河
川
・
道
路
事
業
な
ど
、
土

木
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
、
建

設
機
械
の
乗
車
や
降
雨
・
地
震
の

体
験
、
ク
イ
ズ
な
ど
、
親
子
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

日
時　
１０
月
９
日
㈰

　

午
前
１０
時
～
午
後
３
時
３０
分

会
場　
八
色
の
森
公
園

　
〔
天
王
町
（
浦
佐
）〕

　
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�「
み
ん
な
の
学
校
」
南
魚
沼

市
上
映
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
立
総
合
支
援
学
校
内�

�

久
保
田
）

�

☎
７
７
３

－

３
７
７
０

映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」

上
映
会

　

不
登
校
も
特
別
支
援
学
級
も
な

い
、
み
ん
な
同
じ
教
室
で
学
ぶ
公

立
小
学
校
の
挑
戦
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日
時　
１０
月
１６
日
㈰

　

午
前
９
時
４５
分
～
１１
時
４５
分

　
（
開
場
：
午
前
９
時
１５
分
）

会
場　
市
民
会
館

　

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

定
員　
３
０
０
人

　
（
達
し
次
第
締
切
り
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　

�

ナ
ナ
シ
の
う
お
ぬ
マ
ル
シ
ェ

実
行
委
員
会
（
高
井
）�

�

☎
０
９
０

－

８
２
５
１

－

７
４
３
３

第
４
回

ナ
ナ
シ
の
う
お
ぬ
マ
ル
シ
ェ

　
「
ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
」
と

「
う
お
ぬ
マ
ル
シ
ェ
」
合
同
の
青

空
市
を
開
催
し
ま
す
。
農
産
品
、

加
工
食
品
、
手
工
芸
品
、
飲
食
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
個
性

あ
ふ
れ
る
お
店
が
並
び
ま
す
。

　

古
本
市
コ
ー
ナ
ー
や
手
づ
く
り

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ぬ
か
釜

ご
飯
の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
ま
す
。 

日
時　
１０
月
１６
日
㈰

　

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

会
場　
塩
沢
中
央
公
園

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
（
福
）八
海
福
祉
会

　
雪
椿
の
里�

総
務
課

�

☎
７
８
０

－

１
１
５
５

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
雪
椿
の
里
」
職
員
募
集

　

雪
椿
の
里
で
介
護
業
務
を
担
う

正
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種　
介
護
福
祉
士

※
同
等
の
経
験
者
可

募
集
人
数　
２
人

勤�

務
時
間　
交
替
制
に
よ
る
８
時

間
勤
務
を
基
本

申�

込
み　
履
歴
書
と
有
資
格
者
は

そ
の
写
し
を
総
務
課
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
選
考
は
、
面
接
に

よ
り
随
時
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
事
務
局
（
井
上
）

�

☎
０
８
０

－

２
４
３
１

－

６
６
３
８

良
寛
ク
ラ
ブ
南
魚
沼

第
３
回
講
演
会

　

良
寛
さ
ん
の
人
間
性
に
学
び
、

豊
か
な
社
会
の
実
現
と
地
域
の
発

展
な
ど
を
目
的
に
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
１０
月
２３
日
㈰

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

演
題　
「
良
寛
さ
ま
に
学
ぶ
」

※ 

直
江
兼
続
公
と
桶
屋
の
話
な
ど

を
予
定

講
師　
全
国
良
寛
会
副
会
長 

　

小
島 

正
芳
さ
ん

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

※
入
場
無
料
。
事
前
申
込
み
不
要

良
寛
ク
ラ
ブ
南
魚
沼
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
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 News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

全国大会出場選手に棚村基金奨励金を贈呈しました8月17日㈬
　夏季の全国大会に出場した市内在住の選手を対象に、棚村基金奨励金の贈呈式を行いました。
　井口市長は、「みなさんは南魚沼市出身と
いう看板を背負い全国大会に出場しています。
まさに市の誇りです。4年後の東京オリン
ピックをめざし、精進してください」と、激
励の言葉を贈りました。
　選手を代表して、城内小学校の中島瞳

とう

輝
き

さ
んが、「今年の全国大会はベスト32でした。
来年はよりよい成績が残せるように、練習を
もっとがんばりたいです」と、語りました。

グローバルITパーク南魚沼のオープニングセレモニーを開催しました8月23日㈫
　大和庁舎とコミュニティホール「さわらび」を会場としたオープニングセレモニーに、井口市長や構想
提案者のアダム・イノベーションズ㈱カウシャル代表、来賓としてチ
ノイ駐日インド大使、ディサーナーヤカ駐日スリランカ大使、高井新
潟県副知事、国際大学森副理事長などが参加しました。
　式典で井口市長は、「入所企業のみなさまからここを拠点に優れた
IT技術で日本の企業と連携し、世界に向けて発信していただくこと
を期待しています」と、あいさつをしました。

氏名 所属 学
年 出場大会名 種目

中
なか

島
じま

瞳
とう

輝
き 白根アトム

（城内小学校 
 在学）

5 全国ホープス卓球
大会　ほか

卓球
小
お

幡
ばた

汐
しお

香
か

堀之内高校

3

全国高等学校
定時制通信制
体育大会

青
あお

木
き

花
か

穂
ほ 3

勝
かつ

俣
また

　 凪
なぎ 2

望
もち

月
づき

一
かず

馬
ま 2

小
こ

宮
み

山
やま

知
とも

輝
き 3

陸上

峠
とうげ

　 咲
さく

哉
や 2

田
た

中
なか

健
けん

吾
ご 1

佐
さ

藤
とう

宇
たか

純
ずみ 3

小
こ

林
ばやし

　 茜
あかね 新潟商業高校 3

全国高等学校総合
体育大会戸

と

田
だ

健
けん

二
じ

郎
ろう 六日町高校 3

齊
さい

藤
とう

晃
こう

生
き 小出高校 2

富
と

山
やま

絵
え

菜
な 新潟医療福祉

大学 3
日本学生陸上競技
個人選手権大会　
ほか

種
たね

村
むら

　 凌
りょう 長岡大手高校 2 全国高等学校総合

体育大会 水泳
中
なか

島
じま

布
の

捺
な 六日町高校 1

上
かみ

村
むら

真
まさ

希
き 六日町小学校 6 全日本少年フット

サル大会
フットサ
ル川

かわ

島
しま

朝
あさ

陽
ひ 浦佐小学校 6

氏名 所属 学
年 出場大会名 種目

井
い

口
ぐち

桜
おう

生
き

浦佐小学校
6

全日本少年フット
サル大会

フットサ
ル

石
いし

田
だ

寛
ひろ

人
と

6

関
せき

　 陽
よう

介
すけ

六日町小学校 6

西
にし

野
の

翔
か

成
なる

五日町小学校 6

種
たね

村
むら

風
ふう

汰
た

城内小学校 6

小
こ

泉
いずみ

善
よし

人
ひと

帝京長岡高校 1 全国高等学校総合
体育大会 サッカー

中
なか

島
じま

朱
す

澄
ずみ

浦佐小学校 5 小学生・中学生全
国空手道選手権大
会　ほか

空手
中
なか

島
じま

廉
れん

太
た

朗
ろう

大和中学校 1

中
なか

島
じま

衣
い

千
ち

花
か

浦佐小学校 1 全日本少年少女空
手道選手権大会

種
たね

村
むら

眞
ま

彩
あや

大崎小学校 6 空手道糸
し

東
とう

会
かい

全国
選手権大会

笠
かさ

原
はら

　 龍
りゅう

城内小学校 5 わんぱく相撲全国
大会 相撲

戸
と

田
だ

俊
とし

也
や

八海高校
3 全国高等学校総合

体育大会
レスリン
グ須

す

佐
さ

兼
けん

秀
しゅう

2

若
わか

井
い

真
ま

義
き

MAX 
トレーニング
GYM

－ 国民体育大会（希
望郷いわて国体）

パワーリ
フティン
グ金

かな

山
やま

武
たけ

志
し

－

ジャパンクラシック
マスターズパワーリ
フティング選手権
大会
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 News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

小野塚彩那選手が新潟県体育協会「スポーツ栄光賞」を受賞9月9日㈮
　南魚沼市役所を会場に（公財）新潟県体育協会の主催で、小野塚彩那選
手への「スポーツ栄光賞」表彰式が開催されました。小野塚選手は
2014年開催のソチオリンピックにおいて、フリースタイルスキー女子
ハーフパイプで銅メダルを獲得後に、2年連続してワールドカップで総
合優勝を果たし、3年連続という快挙の受賞となりました。
　小野塚選手は、「これからも競技力向上のためにがんばり、子どもた
ちの育成にも力を注いでいけたらと思っています」と、感謝を述べました。

第30回浦佐温泉耐久山岳マラソン大会・健康歩こう大会が開催されました9月4日㈰
　朝から気温が高い中、浦佐温泉街をスタート・ゴールとし、後山・辻
又地区を回る1周21.0975キロメートル、高低差約375メートルの過酷な
コースに、マラソンの部には1,108人、歩こう大会には525人が挑みま
した。
　今年の30回開催を記念し、この過酷なコースのマラソンの部に、30
回挑戦し続けた選手8人に、楯と南魚沼産コシヒカリ新米10キロの目録
などの記念品が贈られました。

第28回塩沢ジャンプ大会を開催しました8月27日㈯・28日㈰
　石打丸山シャンツェを会場に、（公財）全日本スキー連盟A級公認 第
28回塩沢ジャンプ大会を開催しました。K点を80メートルとする初秋
のジャンプ大会に、女子組は24人、男子少年組は26人、男子成年組は
50人が参加しました。27日㈯の公開練習では雨が強く降り、競技日と
なる28日㈰は晴天となったものの時おり強い風が吹き、調整時間が必
要な長時間に及ぶ大会となりました。選手たちは困難な状況をものとも
せず、大空に向かって次々と大きなジャンプを披露してくれました。

100歳　おめでとうございます～ 9月19日（月・祝）に表敬訪問した人の紹介～
� 【問合せ】福祉課�高齢福祉係　☎773－6667　

小川�キクノさん〔後山〕 茂野�シマさん〔余川本町〕 上村�春江さん〔坂戸〕

上村�マサルさん〔上町1丁目2区） 須藤�テイさん〔金清坊〕 山田�フミイさん〔関〕

勝俣�カネさん〔京岡〕
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今月の表紙
　第30回浦佐温泉耐久山岳マラソン・健康歩こう大会には
1,633人が参加し、厳しい暑さのなか高低差が大きい過酷な
コースに挑みました。

₁₀月 のカレンダー

行政
困りごと

相談

10月17日㈪　13：30 ～ 15：30　�働く婦人の家〔浦佐〕
10月18日㈫　13：30 ～ 16：00　�塩沢老人福祉センター
10月20日㈭　13：30 ～ 15：30　��本庁舎
【問合せ】総務課�防災庶務班　☎773－6660

救急医療のかかり方
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
⃝南魚沼市民病院　☎788－1222
⃝魚沼基幹病院　☎777－3200
⃝齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
② 指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・ スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関

を案内する場合があります。
・ 緊急度や重症度の高い順に対応するため、診療の順

番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
・ 休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、

できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
⃝新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（＃8000でも可）
　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発熱、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
・時間　19：00 ～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

　
　今号では、辻又区で活躍する地域おこし協力隊を特
集しました。辻又区は、壇ノ浦の戦いがあった1185
年に、平氏の残党が初めて住みつき、その後に移り住
んだ源氏とともに集落を形成したというお話を村人か
ら伺い、とても驚きました。
　平氏の移住から約830年後、東京からやってきた地
域おこし協力隊の2人が、辻又区にどんな変化を起こ
してくれるのか楽しみでなりません。お二人の活躍を
期待しています。 （秘書広報課　宮本）

編集後記

救 急 医 療

市民の動き
平成28年
8月末日現在（ ）

◦人口�58,206人（先月比�－17）
◦男　�28,472人（先月比�－2）
◦女　�29,734人（先月比�－15）
◦世帯数�19,759戸（先月比�22）

日にち 行事名・時間・会場など

2日㈰

塩沢宿　新米の陣
11：00 ～ 14：00　牧之通り

体力測定会
9：30 ～ 11：30　ディスポート南魚沼

8日㈯
招待高校野球 専大松戸VS小千谷・小出
11：30 ～　ベーマガSTADIUM

9日㈰

招待高校野球 専大松戸VS塩沢商工・六日町
9：00 ～　ベーマガSTADIUM

八色の森市民まつり
10：00 ～ 15：30　八色の森公園

１０日（月・祝）
六日町地域高齢者運動会
9：30 ～ 12：15　ディスポート南魚沼

１6日㈰
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00 ～ 15：00　イオン六日町店

22日㈯
読書のつどい『にぎにぎ　おにぎり』
14：00 ～ 15：30　図書館 多目的室

2３日㈰
第12回南魚沼市縦断駅伝大会
9：00 ～　大原運動公園～大和公民館

25日㈫

第10回農業委員会総会
9：00 ～　大和庁舎３階旧議場

若者のための職場見学
13：30 ～ 16：00 八色花卉組合、あぐりパーク八色

28日㈮
乳幼児親子おはなしの会「えほんであ
そぼ」～タオル人形をつくろう！～
10：00 ～ 11：30　大和公民館

29日㈯
『ポッコリおなか解消法』
～齊藤早苗さん健康美容講演会～
14：00 ～　図書館 多目的室

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育
児相談」などにご利用ください。
対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
時間　9：30～ 15：30

大和会場　大和庁舎（3F）
　毎週 月・火・木曜日

　10月27日㈭　10：30～
　支援講座「入園にむけて」
　講師：子育て支援センター

六日町会場　ふれ愛支援センター（2F）
　毎週 月～土曜日

　10月28日㈮　10：30～
　支援講座「入園にむけて」
　講師：子育て支援センター

塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2F）
　毎週 火・水・金曜日

　10月25日㈫　10：30～
　支援講座「入園にむけて」
　講師：子育て支援センター

　どの会場にも参加できます。予約は不要です
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

ほのぼの広場


